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Ｂ
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Ｂ
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農
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大
　
藪
　
輝

鈴
　
木
　
敏

雄
　
　
　
共
訳

正

　
本
稿
は
「
目
次
」
に
注
記
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
『
立
命
館
経
済
学
』

第
二
十
三
巻
・
第
三
号
お
よ
び
窮
二
十
三
巻
・
第
四
号
に
第
一
～
五
節

と
第
九
～
十
節
を
訳
載
し
た
パ
ル
ヴ
ス
の
論
文
「
世
界
市
場
と
農
業
恐

慌
」
の
、
当
時
省
略
し
た
第
六
～
八
節
を
追
加
的
に
訳
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
当
初
は
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
部
分
の
理
論
的
重
要
性
の
故
に
追
加
的
に
訳
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

節
の
順
序
が
前
後
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
読
者
の
御
諒
恕
を
得
た
い
。



　
　
六
　
工
業
と
農
業

　
工
業
の
発
展
と
資
本
主
義
的
農
業
の
問
の
一
般
的
な
諸
関
係
を
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
に
す
る
こ
と
が
と
り
わ
げ
重
要
で
あ
る
。
カ
ー
ル
．
マ
ル
ク
ス
の

　
、
　
　
、
　
　
、

『
資
本
論
』
第
三
巻
が
出
版
さ
れ
て
以
来
、
こ
れ
に
は
も
は
や
大
き
た

困
難
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
＾
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
　
Ａ
　
工
業
の
発
展
が
穀
物
価
格
に
及
ぽ
す
影
響

　
、
　
、
　
い
　
・
　
・
　
　
、
　
・
　
・
　
∴
　
・
　
　
　
　
　
…
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
穀
物
価
格
は
、
同
じ
耕
作
面
積
・
同
じ
人
口
そ
し
て
同
じ
穀
物
生
産

、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

の
下
で
も
　
　
工
業
さ
え
発
展
す
れ
ぽ
１
上
昇
し
う
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
ま
ず
初
め
に
、
こ
の
命
題
を
一
つ
の
抽
象
事
例
で
説

明
し
よ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
工
業
お
よ
び
農
業
に
お
け
る
資
木
主
義
的
生
産
の
完
全

な
発
達
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
状
態
の
下
で
は
、
そ
の
国
に
。
は

賃
労
働
者
と
資
本
家
ま
た
は
地
主
し
か
存
在
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

さ
ら
に
、
労
働
者
は
貨
幣
で
の
み
賃
金
の
支
払
い
を
う
げ
る
と
仮
定
し

よ
う
。
こ
れ
は
最
も
簡
単
な
場
合
で
は
な
く
て
、
逆
に
１
、
証
明
が
最
も

む
ず
か
し
い
場
合
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
国
で
は
、
農
産
物
の
輸
入
は
全
く
必
要
と
し
な

　
　
　
　
バ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
臼
（
大
藪
．
鈴
木
）

い
が
、
杜
会
的
な
生
産
の
分
化
は
進
ん
で
い
て
、
農
業
に
一
〇
〇
万
人
、

工
業
に
一
〇
〇
万
人
の
労
働
者
が
従
事
し
て
い
る
も
の
と
し
よ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
一
〇
〇
万
の
農
業
労
働
者
が
、
杜
会
全
体
の
生
活
維
持
の

た
め
に
必
要
た
生
活
手
段
を
生
産
す
る
も
の
と
す
る
。
よ
り
簡
単
に
概

観
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
生
活
手
段
の
代
わ
り
に
主
要
食
糧
で
あ

る
穀
物
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
耕
作
而

積
は
　
　
数
字
は
ど
う
で
も
よ
い
の
だ
が
１
；
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
る
も
の
と
す
る
。
い
ま
や
、
こ
の
国
で
は
、
一
般
的
な
価
値
法
則

と
地
代
法
則
に
し
た
が
っ
て
形
成
さ
れ
る
一
定
の
穀
物
価
格
が
存
在
す

る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
市
場
の
発
展
の
結
果
、
こ
の
因
の
工
業
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

い
て
労
働
力
に
対
す
る
よ
り
強
い
需
要
が
お
こ
る
も
の
と
考
え
て
入
よ
．

う
。
そ
う
す
る
と
、
も
し
工
業
の
繁
栄
の
状
態
が
持
続
す
る
た
ら
ぱ
、

齢
発
か
ヶ
労
働
力
の
一
部
が
小
卦
帥
か
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
あ
勢
予
愉
軍
は
事
の
本
質
を
何
ら
変
え
な
い
。
な
ぜ
た
ら
、
第
一
に
、

失
業
の
一
定
の
状
態
は
常
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
季
節

労
働
、
大
規
模
か
つ
急
速
に
な
さ
れ
る
配
置
換
え
等
共
の
よ
う
な
、
工

業
生
産
の
内
的
諸
関
連
か
ら
生
じ
る
。
次
に
、
予
備
軍
が
多
く
吸
収
さ

れ
れ
ぼ
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
労
賃
は
上
昇
す
る
（
そ
れ
に
ょ
り
、
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
（
四
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
館
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

対
的
な
労
働
者
不
足
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
）
。
だ
が
（
第
三

に
、
訳
者
）
、
農
業
と
工
業
の
問
の
労
賃
の
通
常
の
格
差
を
度
外
視
す

る
場
合
で
さ
え
も
、
工
業
に
お
げ
る
労
賃
の
上
昇
に
つ
れ
て
農
業
労
働

者
の
工
場
へ
の
流
入
が
も
た
ら
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
最
後
に
、
資
木

主
義
的
工
業
に
は
際
隈
な
く
発
展
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
し
た
が

↓
て
、
も
し
資
本
主
義
的
過
剰
予
傭
軍
が
堆
積
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
れ
は

世
界
市
場
の
不
十
分
な
発
展
の
証
拠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に

し
て
説
明
は
で
き
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
農
業
と
工
業

の
一
般
的
な
関
連
が
間
題
で
あ
る
。
つ
い
で
に
言
え
ば
、
こ
の
称
弥
は

予
傭
軍
の
資
本
主
義
的
規
定
を
う
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

　
か
り
に
、
工
業
労
働
者
が
一
二
〇
万
人
に
増
大
し
た
と
す
れ
ぱ
、
農

業
に
は
も
う
八
○
万
人
し
が
残
っ
て
い
な
い
。
も
し
労
働
の
生
産
力
が

同
じ
ま
ま
な
ら
ぱ
、
こ
の
八
○
万
人
は
、
以
前
の
耕
地
面
積
一
〇
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
資
本
主
義
的
借
地
農

と
地
主
は
「
都
市
へ
の
行
進
」
、
　
す
な
わ
ち
、
労
働
者
不
足
と
高
い
労

賃
を
嘆
く
で
あ
ろ
う
（
現
在
の
ブ
ロ
ィ
セ
ン
の
ユ
ソ
ヵ
１
の
嘆
き
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
別
の
原
因
を
も
っ
て
い
る
）
。
そ
し
て
、
こ
の
国
で
は
穀
物

の
不
足
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
（
わ
れ
わ
れ
は
純
粋
の
資
本
主
義
を
前
提
に
し

て
お
り
、
そ
こ
で
は
す
べ
て
の
農
民
階
層
は
す
で
に
と
っ
く
に
没
落
し
て
ブ
ロ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
四
六
〇
）

タ
リ
ア
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
。
）
。

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
．

　
穀
物
不
足
は
輸
入
に
よ
っ
て
解
消
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
穀
物

不
足
は
す
で
に
穀
物
価
格
の
上
昇
を
前
提
と
し
て
お
り
、
さ
も
な
げ
れ

ば
、
た
普
こ
の
輸
入
が
も
っ
と
以
前
に
す
で
に
お
こ
っ
て
い
た
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

か
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
穀
物
価
格
上
昇
の
程
度
は
、
外
国
か
ら
の
輸

入
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は

穀
物
の
輸
入
を
全
く
無
視
し
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
外
国
が
資
本
主

義
的
発
展
の
異
っ
た
段
階
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
結
び
っ
け
る

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
純
粋
資
本
主
義
的
な
生
産
と
い
う
仮
定
が
乱
さ

れ
る
か
、
あ
る
い
は
、
同
じ
発
展
段
階
に
は
あ
る
が
、
工
業
と
農
業
の
杜

会
的
労
働
の
構
成
が
異
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
事
例

を
計
算
し
な
お
す
（
そ
れ
に
ょ
っ
て
本
質
的
に
は
何
も
変
化
し
な
い
の
だ
が
）

必
要
性
が
明
白
に
た
る
か
、
あ
る
い
は
最
後
に
、
他
の
国
が
わ
れ
わ
れ

の
母
国
と
経
済
的
に
似
て
お
り
、
貿
易
的
結
合
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ

と
は
全
く
な
い
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
か
ら
。

　
あ
ら
か
じ
め
誤
解
を
避
げ
る
た
め
に
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
穀
物
価
格

　
、
　
　
、

は
国
内
だ
げ
で
彬
成
さ
れ
る
と
い
う
主
張
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
さ
ら
に
言
及
し
た
い
。
間
題
な
の
は
価
格
形
成
そ
の
も
の
で
は

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
く
て
、
穀
物
価
格
が
上
昇
す
る
一
定
の
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
は



じ
め
に
よ
り
く
わ
し
く
特
徴
づ
げ
た
。
そ
し
て
、
何
度
も
く
り
返
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
の
よ
う
な
場
合
を
抽
象
的
な
事
例
で
説
明
し
よ
う
。

　
か
く
し
て
、
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
次
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
農
耕
を
集
約
化
し
て
八
Ｏ
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
以
前
一
〇
〇

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
生
産
し
た
と
同
じ
だ
け
の
穀
物
を
供
給
す
る
か
、
あ

る
い
は
、
労
働
の
生
産
力
が
機
械
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
上
昇
し
て
八

○
万
人
の
労
働
者
が
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
耕
作
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、

そ
の
両
者
の
結
合
を
と
る
か
、
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
も
し
不
足
し
て

い
る
穀
物
の
生
産
が
、
部
分
的
に
で
は
あ
れ
、
今
ま
で
穀
物
価
格
を
規

定
し
て
い
た
も
の
よ
り
も
よ
り
大
き
な
資
本
投
下
つ
ま
り
よ
り
大
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

生
産
費
と
結
び
つ
い
て
い
る
な
ら
は
、
穀
物
価
格
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ

、う
。
機
械
・
肥
料
ま
た
は
土
地
改
良
に
対
す
る
資
太
の
増
投
が
な
さ
れ

る
か
ど
う
か
、
新
し
い
生
産
方
法
が
導
入
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ

れ
ま
で
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
古
い
方
法
が
応
用
さ
れ
る

の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
は
、
質
的
に
は
、
事
態
を
変
化
さ
せ
た
い
。
量

的
に
は
、
す
な
わ
ち
、
価
格
の
差
違
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
時
に
は

あ
る
も
の
が
、
時
に
は
他
の
も
の
が
重
要
に
な
る
。
農
耕
の
改
良
が
た

さ
れ
る
結
果
、
そ
れ
に
よ
り
工
業
生
産
に
対
す
る
需
要
が
増
大
す
る
の

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
・
鈴
木
）

で
穀
物
価
格
は
、
農
業
と
工
業
の
均
衡
が
成
立
す
る
ま
で
上
昇
す
る
と
、

い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
政
治
経
済
に
お
い
て
も
、
自
然
に
お
け
る
と

同
様
に
、
循
環
作
用
が
存
在
す
る
だ
げ
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
は
じ
め
に
、
０
Ｄ
人
口
が
同
じ
ま
ま
で
、
の

穀
物
生
産
は
変
わ
ら
ず
、
ｃ
幻
耕
地
面
積
が
同
じ
ま
ま
か
減
少
し
さ
え
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穀
物
価
格
が
上
昇
す
る
と
い
う
一
つ
の
抽
象
的

、た
場
合
を
考
え
る
。

　
最
初
に
、
わ
れ
わ
れ
の
抽
象
的
事
例
を
現
実
に
近
づ
け
る
た
め
に
媒

介
項
を
挿
入
し
て
、
農
業
労
働
者
は
、
部
分
的
に
は
現
物
で
賃
金
の
支

払
い
を
う
け
る
も
の
と
し
よ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
の
第
一
の
場
合
（
す
べ
て
の
賃
金
が
貨
幣
で
支
払
わ
れ
る
場
合

…
・
訳
者
）
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
穀
物
は
市
場
に
出
さ
れ
た
。
供
給
と

需
要
は
、
前
者
に
お
い
て
は
生
産
さ
れ
た
穀
物
量
に
よ
り
、
後
者
に
、
お

い
て
は
消
費
人
口
の
総
数
に
よ
っ
て
彬
成
さ
れ
た
（
も
ち
ろ
ん
、
資
本
主

義
的
市
場
に
お
い
て
は
、
単
に
需
要
量
だ
け
で
な
く
購
買
力
も
考
慮
さ
れ
る
）
。

杜
会
的
労
働
の
構
成
を
変
化
さ
せ
た
場
合
に
も
な
お
す
べ
て
の
収
穫
物

が
市
場
に
。
出
さ
れ
た
が
、
た
だ
そ
れ
は
当
初
は
以
前
よ
り
少
た
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
第
二
の
揚
合
は
異
た
る
。
こ
こ
で
は
、
市
場
に
も
ち
こ
ま
れ
た
穀
物

量
は
、
総
収
量
か
ら
、
生
産
者
に
よ
っ
て
現
物
で
消
費
さ
れ
た
部
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
　
（
四
六
一
）
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、

差
し
引
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
市
場
需
要
は
工
業
人
口
の

需
要
だ
げ
で
あ
る
。
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
の
収
量
を
一
ト
ソ
と
す
れ
ば
、

第
一
の
場
合
に
お
い
て
は
（
も
し
、
簡
単
化
の
た
め
に
、
穀
物
需
要
老
と
し

て
労
働
者
階
級
だ
け
を
計
算
に
入
れ
る
な
ら
）
　
一
〇
〇
万
ト
ソ
の
供
給
が
二

〇
〇
万
人
の
需
要
と
直
面
す
る
。
し
か
し
、
第
二
の
場
合
に
お
い
て
は
、

五
〇
万
ト
ソ
の
供
給
が
一
〇
〇
万
人
の
需
要
と
向
か
い
あ
う
。
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
量
だ
げ
は
異
た
る
が
、
二
つ
の
場
合
の
関
係
は
同
じ
、
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
わ
ち
、
Ｈ
一
Ｎ
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、

　
穀
物
の
価
値
は
、
農
業
労
働
者
か
貨
幣
で
支
払
わ
れ
る
か
生
活
手
段

で
支
払
わ
れ
る
か
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
．
い
。
そ
れ
は
、
借
地
農
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
地
主
が
、
穀
物
の
生
産
価
格
を
計
算
す
る
場
合
、
労
働
者
に
渡
す
穀

物
の
量
を
収
穫
物
で
支
払
う
か
、
貨
幣
価
値
で
賃
金
計
算
す
る
か
せ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
市
場
価
格
の
形
成
の

際
に
は
、
保
存
さ
れ
る
種
子
用
穀
物
や
家
畜
に
支
給
さ
れ
た
飼
料
量
と

同
様
に
、
労
働
者
に
現
物
で
支
払
わ
れ
た
穀
物
量
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ

れ
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
需
給
双
方
を
そ
の
額
だ
げ
滅
少
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
需
給
に
何
も
影
響
を
及
ぽ
さ
た
い
。
し
か
し
、
需
給
が
互
い

に
市
場
で
相
対
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
現
物
で
消
費
さ
れ
る
量

は
問
題
で
た
く
な
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
は
ど
う
で
も

九
六
　
（
四
六
二
）

よ
い
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

　
第
二
の
場
合
に
お
い
て
は
、
市
場
需
要
に
対
す
る
市
場
供
給
の
関
係

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
最
初
の
場
合
Ｈ
Ｈ
一
Ｎ
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
最
初
と
同
じ
よ
う
に
、
生
産
の
諸
関
係
に
次
の
よ
う

た
変
化
を
導
入
し
ょ
う
。
す
た
わ
ち
、
工
業
の
労
働
者
階
級
が
一
二
〇

写
薫

市
要
．
需
）
る
数
す
者
対
要
に
需

物
（
殻
１

０
（
）

Ｏ
＾
Ｏ

Ｏ
＾
０
０
０
０
０
０
０

ｎ
６
り
＾

０
０

（
）
Ｏ

Ｏ
Ｏ
０
０
（
）
Ｏ

０
２

１
■
１
■

）ソト（給供の物穀

Ｏ
Ｏ
　
Ｏ
０

０
０
　
０
０

０
０
　
０
０

０
０
　
０
０

０
０
　
０
０

０
８
　
　
５
４

Ｌ
に
　
　
に

初
に
初
に

最
次
最
次

｛
　
｛

　
で
　
で

合
金
合
金

場
賃
場
賃

の
幣
の
物

一
貨
二
現

第
　
第

万
人
に
増
加
し
、
農
業
の
そ
れ
は
八
○
万
人
に
減

少
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
市
場
の
状

態
は
ど
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
？

　
ま
ず
初
め
に
、
八
○
万
人
の
労
働
者
は
八
○
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
八
○
万
ト
ソ
の
穀
物
し
か
生
産
し

な
い
。
そ
の
中
か
ら
、
農
業
労
働
者
は
、
賃
金
率

が
変
わ
ら
な
い
も
の
と
す
れ
ぱ
、
現
物
賃
金
つ
甲

ｇ
『
邑
◎
ぎ
）
と
し
て
四
〇
万
ト
ソ
を
う
け
と
る
。

市
場
に
は
四
〇
万
ト
ソ
が
送
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

工
業
の
増
大
し
た
二
一
〇
万
人
の
人
口
の
需
要
と

相
対
す
る
。
市
場
供
給
の
市
場
需
要
に
対
す
る
関

係
は
、
後
者
を
需
要
者
数
で
あ
ら
わ
せ
ぱ
、
今
や

仁
二
Ｎ
つ
ま
り
Ｈ
一
ｌ
ｏ
◎
と
た
る
。

　
生
産
の
割
合
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
際
に
お



こ
っ
た
市
場
関
係
の
変
化
を
比
較
可
能
な
数
最
で
あ
ら
わ
そ
う
と
す
る

た
ら
ぱ
、
前
頁
の
表
の
よ
う
た
概
観
を
得
る
。

　
、
　
、
　
、
．

　
第
一
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
賃
金
の
場
合
に
は
、
市
場
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
割
合
は
Ｎ
一
．
ト
か
ら
Ｎ
一
切
に
変
化
す
る
が
、
銘
二
の
場
合
、
す
な

わ
ち
、
現
物
賃
金
の
場
合
に
は
、
杜
会
的
労
働
の
構
成
が
変
移
す
る
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

果
、
市
場
関
係
は
貨
幣
賃
金
の
場
合
よ
り
も
供
給
の
方
が
よ
り
有
利
に

な
る
。
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
貨
幣
賃
金
の
場
合
に
は
市
場
に
お
い
て

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

供
給
だ
げ
が
減
少
し
、
一
方
、
市
場
で
の
需
要
は
、
（
そ
れ
は
総
人
口
に
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
）
変
化
し
た
い
で
い
る
。
し
か
し
た
が

ら
、
現
物
賃
金
の
場
合
に
は
、
供
給
が
滅
少
す
る
だ
げ
で
た
く
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
、
市
場
に
お
げ
る
需
要
が
増
大
す
る
。
た
ぜ
た
ら
、
需
要
は
増
大
し

　
、
　
　
、

た
工
業
人
口
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
わ
れ

わ
れ
は
種
々
の
変
異
を
無
規
し
て
き
た
の
だ
が
、
工
業
の
発
展
の
影
響

の
下
で
は
穀
物
価
格
が
な
お
一
層
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
今
度
は
、
農
業
で
不
足
し
て
い
る
労
働
者
数
を
外
部
か
ら
補
充

す
る
と
い
う
こ
と
　
　
こ
の
場
合
、
と
ん
な
方
法
で
そ
れ
を
す
る
か
は

ど
う
で
も
よ
い
こ
と
て
あ
る
　
　
を
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
も

し
耕
地
面
積
お
よ
び
農
耕
の
集
約
度
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
五
〇
万

ト
ソ
の
市
場
供
給
が
二
一
〇
万
人
の
市
場
需
要
と
相
対
す
る
こ
と
に
た

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
臼
（
大
藪
・
鈴
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

．
る
。
供
給
は
変
わ
ら
な
い
が
、
需
要
は
増
大
す
る
。
同
時
に
人
口
の
増

大
が
お
こ
る
が
、
こ
の
増
大
は
穀
物
価
格
の
上
昇
の
原
因
で
は
な
く
て
、

逆
に
、
こ
の
上
昇
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
つ
の
重
要
な
契
機
が
、
こ
の
場
合
を
以
前
の
場
合
と
区
別
す
る
。

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
穀
物
価
格
の
上
昇
を
説
明
す
る
の
に
労
賃
の
上

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

昇
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
な
い
。
農
業
労
働
者
の
賃
金
は
、
も
し
流

入
し
て
き
た
労
働
者
が
よ
り
少
く
し
か
要
求
し
た
い
と
す
る
な
ら
ぱ
、

下
が
る
こ
と
す
ら
あ
り
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
農
業
の
労
賃
の
低
下
は
、

も
し
労
賃
の
切
り
下
げ
に
よ
っ
て
農
業
労
働
者
の
一
部
が
工
場
に
流
れ

る
な
ら
、
工
業
に
お
げ
る
労
賃
の
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。

実
際
の
発
展
も
同
様
に
た
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
最
後
の
媒
介
項
、
す
な
わ
ち
、
農
民
層
（
ｑ
易

雰
亮
昌
け
ぎ
昌
）
が
残
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
二
重
に
考
慮
さ
れ
る
。
第

一
に
労
働
者
創
出
の
源
泉
と
し
て
、
だ
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
泰

情
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
違
い
は
た
だ
次
の
こ
と
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
農
民
層
か
ら
の
農
業
賃
金
労
働
者
の
補
充
の
際
に
は
、
人

口
の
増
加
は
全
く
お
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
農
民

は
独
立
し
た
農
業
生
産
者
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。

　
後
者
の
点
に
関
し
て
は
、
次
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
農
民
層
は
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
四
六
三
）
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種
類
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
注
意
す
。
べ
き
で
あ
る
。
と
り
わ

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

け
、
ア
メ
リ
カ
の
農
業
者
層
（
忌
§
警
巨
冒
）
は
全
体
か
ら
区
別
せ
ね

ぱ
な
ら
な
い
。
彼
ら
は
一
つ
の
発
展
を
経
験
し
、
資
本
主
義
的
植
民
地

と
い
う
条
件
の
下
で
生
産
を
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
別
の
関
連
に
お
い

て
説
明
さ
れ
ね
ほ
た
ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
農
民
は
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
資
本
主
義
的
地
代
の
法
則
が
土
地
価
格
の
形
態
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る

の
で
、
資
本
主
義
的
な
地
主
と
同
じ
経
済
条
件
の
下
で
生
産
し
て
い
る
。

彼
が
奉
公
人
や
旦
展
人
を
雇
っ
て
お
れ
ぱ
、
彼
は
工
場
へ
の
労
働
力
流

出
に
よ
り
地
主
と
同
じ
よ
う
に
影
響
を
う
げ
る
。
彼
に
は
、
穀
物
供
給

を
拡
大
す
る
た
め
の
一
般
的
な
資
本
主
義
的
手
段
の
ほ
か
に
、
と
く
に
。

一
つ
だ
げ
自
由
に
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
か
ら
の
需
要
の
制

限
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
、
穀
物
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
そ

の
方
向
に
誘
引
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
た
く
、
逆
に
、
販
売
者
と
し

て
他
の
す
べ
て
の
も
の
と
同
様
に
、
そ
こ
か
ら
利
益
を
引
き
出
す
の
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
穀
物
価
格
が
下
落
す
る
そ
の
時
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
農
民
層
の
競
争
は
激
し
く
あ
ら
わ
れ
る
。

　
工
業
の
発
展
が
穀
物
価
格
に
与
え
る
影
響
は
、
穀
物
価
格
お
よ
び
地

代
の
形
成
の
一
般
法
則
を
止
揚
し
は
し
な
い
。
こ
の
法
則
に
よ
れ
ぽ
、

最
も
悪
い
自
然
的
条
件
に
あ
る
穀
物
の
生
産
費
が
　
　
も
し
、
そ
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
四
六
四
）

産
が
需
要
を
満
た
す
た
め
に
必
要
で
あ
れ
は
　
　
穀
物
価
格
の
移
成
に

と
っ
て
観
定
的
と
な
る
。
つ
ま
り
、
需
要
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
枠
内

で
は
、
一
般
的
た
価
格
捗
成
お
よ
び
地
代
の
法
則
が
有
効
で
あ
る
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
し
た
が
ら
、
資
本
主
義
的
市
場
に
お
い
て
は
商
品
需
要
の
み
が
有
効

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
農
業
生
産
物

は
す
こ
し
も
例
外
で
は
た
い
。
か
く
し
て
、
穀
物
に
対
す
る
資
本
主
義

的
な
市
場
需
要
を
規
定
す
る
諸
要
因
が
、
穀
物
価
格
の
移
成
に
か
か
わ

っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
穀
物
生
産
の
最
下
限
の
確
定
に
影

響
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
規
定
要
因
は
、
需
要
と
供
給
の
諸
要
因
と
全
く
同
様
に
、

、
　
　
、
　
　
、

競
争
論
に
属
し
、
　
『
資
本
論
』
の
プ
ラ
ソ
の
外
に
脱
落
し
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
特
別
に
は
展
開
さ
れ
て
い
た
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
い
ま
明
ら
か
に
し
た
市
場
価
格
彩
成
の
一
般
法
則
と
、
穀
物
価

格
お
よ
び
地
代
の
彩
成
に
際
し
て
の
そ
の
作
用
と
は
、
彼
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
諸
関
連
に
お
い
て
鋭
く
か
つ
明
確
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
一
」
に
、
農
業
に
と
っ
て
最
も
注
目
す
べ
き
箇
所
を
あ
げ
よ
う
。

　
「
地
代
、
し
た
が
っ
て
土
地
の
価
値
は
、
そ
の
独
自
の
耕
作
地
地
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
つ
い
て
言
う
限
り
、
土
地
生
産
物
に
対
す
る
市
場
し
た
が
っ
て
非
農

、業
人
口
の
増
大
と
と
も
に
、
つ
ま
り
、
一
部
は
食
糧
の
、
ま
た
一
部
は



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

原
料
の
必
要
お
よ
び
需
要
と
と
も
に
、
発
展
す
る
。
農
業
人
口
は
非
農
業

ル
｝
小
わ
か
い
加
レ
ー
絡
わ
ホ
泳
久
か
か
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
主
義

的
生
産
様
式
の
本
性
か
ら
く
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
工
業
（
狭

義
の
）
に
お
い
て
は
可
変
資
本
に
対
す
る
不
変
資
木
の
増
大
は
、
可
変

資
本
が
相
対
的
に
は
減
少
す
る
が
絶
対
的
に
は
増
大
す
る
こ
と
と
結
び

つ
い
て
い
る
が
、
一
方
、
農
業
に
お
い
て
は
一
定
の
地
片
を
利
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
に
必
要
た
可
変
資
本
は
絶
対
的
に
減
少

１
ズ－

４
％
％
３
％

３
３
　
　
　
２

ス

チ

ソ

、

べ

－

タ
“
、

％
６
６
６
５

６

，
格

価
ノ
ーソ

％
％
％
１
一

１
１
・
１
↓
　
１
１

ｏ
、
ノ

でま

離

レ
ノ

距

イ

のら

、
カ

プ
ー
肚

ソ

リ
マ
　
　
ル

ドソ口

ギ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
イ
お
む

バ
ル
ヴ
ス

し
、
し
た
が
っ
て
、
新
し
い
土
地
が
耕
作

さ
れ
る
限
り
に
。
お
い
て
の
み
増
大
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
非
農
業

　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

人
口
の
よ
り
大
き
な
増
加
を
前
提
と
す
る

　
　
　
（
４
）

か
ら
で
あ
る
。
」

　
工
業
発
展
と
穀
物
価
格
上
昇
と
の
こ
の

よ
う
な
関
連
は
、
一
国
全
体
へ
の
一
般
的

た
作
用
に
お
い
て
は
じ
め
て
究
明
さ
れ
ね

ば
た
ら
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
限
ら
れ
た

地
域
に
お
け
る
個
別
的
作
用
を
と
り
扱
っ

た
だ
げ
で
も
ひ
と
目
で
わ
か
る
。
つ
ま
り
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、

ど
の
大
都
市
で
も
一
定
の
範
囲
の
中
で
生

「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
．
鈴
木
）

活
資
料
が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
運
輸
手

段
と
海
外
貿
易
の
発
展
は
こ
の
作
用
を
相
殺
す
る
。
以
前
に
お
い
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、

の
作
用
が
ど
れ
だ
げ
大
き
か
っ
た
か
を
、
ア
ー
サ
ー
・
ヤ
ソ
グ
（
声
、
亭
芦
、

ぎ
冒
。
・
）
が
彼
の
イ
ギ
リ
ス
旅
行
記
（
一
七
六
一
二
年
）
に
あ
げ
て
い
る
上
掲

表
が
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
対
応
が
今
も
な
お
な
く
な
っ
て
い
た
い
こ
と
は
、

一
　
４

　
　
３

タ
　
　
２

“
、

ト

肉
　
２
５

牛
　
１

４１２９１１

カヤ
モ

ジ
イ

〃
〃

豆用食

０

５
．

３

７６２

麦イラ

７１１

５１１

麦小

５

３
．

１

５３１

域区市都ソリルベ

１州クルブソデソ
一
フ

“

フ

次
の
ベ
ル
リ
ソ
と
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
ク
州
の
価
格
の
比

較
を
み
れ
ば
わ
か
る
（
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
ベ
ニ
ヒ
、
一
八
九

四
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
諸
都
市
の
場
合
と
同
じ
ょ
う
に
、
こ
の
関
係
は
同
じ

国
の
互
い
に
異
た
る
地
方
の
比
較
に
お
い
て
も
み
ら
れ

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

る
。
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
は
、
彼
の
第
三
の
「
杜
会
的
書

簡
」
の
中
で
、
他
の
目
的
の
た
め
で
は
あ
る
が
、
一
八

ニ
ハ
ー
三
七
年
の
プ
ロ
シ
ャ
の
各
州
に
お
げ
る
穀
物
価

格
の
一
覧
を
示
し
た
が
、
そ
れ
は
価
格
差
を
き
れ
い
に
。

あ
ら
わ
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
表
を
こ
こ
に

か
か
げ
、
そ
れ
に
、
相
応
す
る
一
八
九
四
年
の
統
計
を
つ

げ
加
外
よ
う
（
次
頁
表
）
。

　
こ
の
国
が
こ
の
四
分
の
三
世
紀
に
な
し
と
げ
た
巨
大

　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
四
六
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

４９

８
ク
ー
り
脇
等
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”
”
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麦
ト
９
３
５
４
０
５
３
イ
ー
Ｏ
ｕ
ｕ
ｕ
１
２
１
２
１
２

■

ラ

）

７３

貨

１
８
り

銀

６
一
当

（

ー
レ
８
ノ

ソ

ー
工

工

格
フ

シ

〃

”

ツ

〃

〃

〃

”

価
ツ
麦
工

口

イ
シ

グ３
０
４

５

４
３
７
４

ラ

　
●
　
　
　
，
ｏ
◎
８
８

●

●

４

（
）
７

９

ｏ
ｏ
ｏ
り
３
３

４
４

４

ソ

ク

レ

ソ
ソ
ル
ソ
ソ

－

ト

Ｈ
＾
＾
ノ
む

！
∴
一

ユ
ラ

エ
イ

ポ
シ
ブ
ポ
ザ
ヴ
ラ

う
な
よ
り
大
き
た
地
域
の
農
産
物
価
格
の
相
異
な
る
高
さ
は
、

も
ま
ず
、
工
業
の
発
展
の
作
用
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
リ
テ
ソ
と
シ
ベ
リ
ァ
な
ど
を
比
較
す
る
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。

　
一
国
全
体
の
発
展
に
お
け
る
農
産
物
と
く
に
。
穀
物
の
価
格
の
上
昇
は
、

次
の
よ
う
次
理
由
か
ら
、
工
業
の
発
展
の
作
用
と
し
て
統
計
的
に
証
明

な
生
産
の
発
展
と
交
換
の
発
展
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
か
わ
ら
ず
、
以
前
同
様
、
最
も
高

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
穀
物
価
格
を
示
し
て
い
る
の
は
最

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

も
工
業
的
た
地
方
、
す
な
わ
ち
ザ
ク

セ
ソ
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ア
ー
レ
ソ
、
ラ

イ
ソ
ラ
ソ
ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
よ
り
大
き
な
地
域
、
た
と
え
ぱ
国

全
体
の
相
互
の
比
較
は
、
最
大
隈
の

注
意
を
抵
っ
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
普
な
ら
、
こ
こ
で
は
価
格
秒

成
の
際
に
数
多
く
の
他
の
相
違
点
が

共
に
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、

そ
れ
ら
の
国
の
間
で
工
業
の
格
差
が

非
常
に
大
き
い
場
合
に
は
、
－
」
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
ば
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

一
〇
〇
　
（
四
六
六
）

す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

　
○
ｏ
　
穀
物
価
格
は
、
年
々
、
そ
し
て
も
っ
と
長
い
期
問
に
お
い
て
さ

　
　
え
、
収
穫
の
結
果
に
高
度
に
影
響
さ
れ
る
た
め
、

　
の
　
外
国
か
ら
の
穀
物
輸
入
が
国
内
の
穀
物
価
格
の
移
成
を
か
く
乱

　
　
す
る
た
め
、

　
榊
　
そ
の
際
、
価
格
形
成
お
よ
び
焦
幣
流
通
の
一
般
法
則
の
作
用
が

　
　
切
り
離
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、

　
↑
ｏ
　
穀
物
価
格
の
上
昇
は
、
す
で
に
前
の
説
明
で
示
し
た
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
穀
物
生
産
の
不
足
が
相
対
的
に
高
い
生
産
費
を
促
進
す
る
時
に
－
は

　
　
じ
め
て
お
こ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ
で
も
お
こ
る
と
は
隈
ら
た
い
か

　
　
ら
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
工
業
の
発
展
の
穀
物
価
格
上
昇
へ
の
作
用
が
非
常

に
強
烈
で
、
こ
の
上
昇
を
他
の
原
因
で
は
説
明
で
き
な
い
よ
う
た
時
期

が
あ
る
。
そ
れ
は
一
八
世
紀
末
と
一
九
世
紀
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
よ
う
た
場
合
、
つ
ま
り
、
偉
大
た
発
明
が
な
さ
れ
、
資
本
主
義
的

工
業
が
そ
の
最
初
の
発
展
段
階
を
形
成
す
る
時
代
で
あ
る
。

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
一
八
世
紀
中
葉
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
穀
物
の
め
ざ
ま
し
い
輸
出
を
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
文
筆
家
は
、
一
七
三
九
年
の
後
に
嘆
き
の
声
を

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

あ
げ
た
。
　
「
も
し
外
国
へ
の
販
売
が
た
か
っ
た
ら
、
地
主
は
ど
う
な
る



で
あ
ろ
う
か
？
」
。
そ
の
転
換
、
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
の
穀
物
輸
入
国

へ
の
転
化
は
あ
ま
り
に
も
急
激
に
お
こ
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
諾
関
係

の
解
明
は
単
な
る
人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
は
も
と
も
と
不
充
分
で
し
か

た
い
こ
と
が
わ
か
る
。
一
七
六
三
年
と
一
七
六
四
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

は
た
お
八
二
万
ク
ォ
ー
タ
の
小
麦
を
輸
出
し
て
い
た
が
、
一
七
六
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

と
一
七
六
八
年
に
は
す
で
に
八
三
万
ク
オ
ー
タ
の
輸
入
を
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

そ
の
際
、
年
問
消
費
は
約
四
〇
万
ク
ォ
ー
タ
と
見
積
も
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
た
急
速
な
変
化
は
凶
作
の
ぼ
っ
発
に
よ
り
促
進
さ
れ
た
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

か
し
淀
が
ら
、
そ
れ
か
ら
は
ず
っ
と
イ
ギ
リ
ス
は
穀
物
輸
入
国
に
と
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
、

タス
り
工
当

チ
タ
ン
一
イ
オ
ウ
ク次年

スソベ９グソリシ
３
５

〃
２

〃７３

〃
０１〃９４

でま年
５
０

１
７

吃
ー
カ

７
０１

〃４６７１
〃１５７１

〃５９７ユ〃５６７１

パ
ル
ヴ
ス

ま
る
の
で
あ
り
　
そ
れ
は
不
作
と
い
う
偶
然
に
。
よ

っ
て
は
も
は
や
説
明
で
き
な
い
。
耕
作
面
積
お
よ

び
農
耕
の
集
約
度
は
い
ま
だ
な
か
っ
た
ほ
ど
増
大

し
た
が
、
穀
物
輸
入
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
確
固
た

る
地
位
を
保
っ
た
。
こ
れ
は
、
穀
物
輸
入
が
、
絶

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

対
的
で
は
た
。
く
て
相
対
的
な
穀
物
不
足
に
よ
っ
て
、

す
な
わ
ち
、
外
国
に
。
対
す
る
価
格
差
に
よ
っ
て
ひ

き
お
こ
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
価
格
の
動
き
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
平
均
小
麦

価
格
）
。「

世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
．
鈴
木
）

　
工
業
的
発
展
の
時
期
は
そ
れ
ま
で
に
比
べ
て
大
き
た
価
格
莞
を
示
し

て
お
り
、
こ
の
世
紀
全
体
に
お
い
て
例
外
的
地
位
を
占
め
て
い
る
。

　
一
七
九
三
年
に
フ
ラ
ソ
ス
と
の
戦
争
が
姶
ま
り
、
そ
れ
は
一
八
二
二

年
ま
で
続
い
た
。
こ
の
戦
争
が
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
発
展
に
い
か
な
る
作

用
を
し
た
か
は
、
こ
こ
で
は
詳
述
で
き
た
い
。
だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
と

の
貿
易
は
、
た
る
ほ
ど
、
し
ぱ
ら
く
非
常
た
損
害
を
こ
う
む
っ
た
と
は

い
え
、
イ
ギ
リ
ス
は
同
じ
時
期
に
海
上
で
絶
対
的
な
支
配
権
を
も
ち
、

熱
帯
地
方
の
諸
国
と
の
交
易
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
て
お
げ
ぱ
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

分
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
そ
れ
は
工
業
の
発
展
の
上
昇
期
と
み
て
よ

い
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
興
味
深
い
の
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

の
期
問
中
に
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
穀
物
輸
入
が
阻
害
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
革
命
の
混
乱
と
そ
れ
に
続
く
戦
争
の
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

果
、
外
国
の
穀
物
に
対
す
る
フ
ラ
ソ
ス
の
需
要
が
急
激
に
増
大
し
た
た

め
で
あ
り
、
次
い
で
、
全
般
的
た
戦
争
状
態
の
た
め
に
穀
物
に
関
す
る

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
輸
出
能
力
が
全
く
減
少
し
た
た
め
で
あ
り
、
最
後
に
、

一
八
〇
七
年
の
終
り
か
ら
の
有
名
な
ナ
ポ
レ
オ
ソ
の
大
陸
封
鎖
の
結
果

で
あ
る
。
当
時
は
、
穀
物
の
海
外
貿
場
は
非
常
に
わ
ず
か
し
か
発
展
し

て
お
ら
ず
、
北
ア
メ
リ
カ
と
の
交
場
は
、
英
米
戦
争
の
結
果
、
非
常
に

損
害
を
う
げ
て
い
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
大
陸
か
ら
の
穀
物
の
輸
送
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
四
六
七
）
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常
に
増
大
す
る
コ
ス
ト
を
伴
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の

前
に
は
穀
物
価
格
に
対
す
る
工
業
の
影
響
を
学
ぶ
た
め
に
は
非
常
に
恵

ま
れ
た
事
例
が
あ
る
。

　
一
七
九
三
年
か
ら
一
八
二
二
年
の
問
、
小
麦
価
格
は
平
均
し
て
八
六

シ
リ
ソ
グ
四
ペ
ソ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
そ
の
前
の
時
期
に
対
し
て
さ

　
　
　
　
、
　
　
、

え
異
常
な
上
昇
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
一
年
問
に
は
多
く
の
変

動
が
あ
る
。

　
穀
物
の
高
騰
は
、
不
作
の
作
用
が
一
般
的
た
価
格
上
昇
に
結
合
し
た

そ
の
時
に
最
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
た
い
こ
と
は
、
明
白
た
理

由
に
よ
り
、
十
分
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
似
期
問
に
は
ま
た
、

高
騰
か
ら
脱
し
よ
う
と
す
る
議
会
の
努
力
も
た
さ
れ
る
。
最
初
は
一
七

九
五
年
で
あ
る
。
議
会
は
高
騰
に
対
抗
す
る
た
め
に
　
　
以
前
に
は
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

じ
目
的
の
た
め
に
ま
さ
に
逆
の
手
段
、
す
な
わ
ち
輸
出
禁
止
が
適
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
た
の
だ
が
　
　
穀
物
に
対
す
る
一
定
額
の
輸
入
奨
励
金
を
決
め
た
。

こ
の
輸
入
奨
励
金
と
い
う
措
置
は
こ
の
期
間
に
何
回
も
く
り
か
え
さ
れ

た
。　

一
七
九
七
年
は
穀
物
価
格
の
低
落
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
低
落
は
一

七
九
八
年
ま
で
続
い
た
が
、
小
麦
価
格
は
ず
っ
と
五
四
シ
リ
ソ
ク
で
あ

る
。
一
七
九
九
年
に
は
小
麦
価
格
は
上
昇
し
、
一
八
○
○
年
も
同
様
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
四
六
八
）

あ
り
、
一
八
〇
一
年
に
は
一
二
八
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
に
た
っ
た
。
一

八
〇
二
年
に
は
自
由
な
穀
物
輸
入
が
可
能
に
た
り
、
そ
の
結
果
、
小
麦

価
格
は
著
し
く
低
下
す
る
。
　
「
バ
ゥ
ル
皇
帝
の
死
と
コ
ベ
ソ
ハ
ー
ゲ
ソ

戦
役
の
後
の
デ
ソ
マ
ー
ク
と
の
講
和
は
、
バ
ル
ト
海
の
交
易
を
再
開
さ

せ
た
。
そ
し
て
、
奨
励
金
と
高
価
格
の
影
響
の
下
で
大
量
の
穀
物
輸
入

が
お
こ
り
、
そ
れ
は
こ
の
年
の
間
に
小
麦
一
五
〇
万
ク
ォ
ー
タ
、
大
麦

一
一
万
四
〇
〇
〇
ク
ォ
ー
タ
、
え
ん
麦
六
〇
万
ク
ォ
ー
タ
に
達
し
た
。

六
月
三
〇
日
に
は
小
麦
価
格
は
一
二
九
シ
リ
ソ
グ
八
ペ
ソ
ス
、
大
麦
は

六
九
シ
リ
ソ
グ
七
ベ
ソ
ス
、
え
ん
麦
は
三
七
シ
リ
ソ
グ
ニ
ペ
ソ
ス
で
あ

っ
た
が
、
か
な
り
の
豊
作
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
年
の
終
り
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
七
五
シ
リ
ソ
グ
六
ベ
ソ
ス
、
四
四
シ
リ
ソ
グ
、
二
三
シ
リ
ソ
グ

四
ペ
ソ
ス
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ソ
ス
と
の
講
和
条
約
の
調
印
た
ど
が
輸
入

源
の
拡
大
と
輸
入
コ
ス
ト
の
低
下
に
貢
献
し
た
。
価
格
は
前
年
の
五
月

に
対
し
て
五
〇
バ
ー
セ
ソ
ト
下
が
っ
た
。
」

　
こ
の
低
落
傾
向
は
一
八
〇
三
年
に
と
ま
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の

年
で
さ
え
小
麦
価
格
は
六
〇
シ
リ
ソ
グ
、
つ
ま
り
一
七
九
八
年
よ
り
六

シ
リ
ソ
グ
高
く
、
わ
れ
わ
れ
が
算
定
し
た
一
七
六
五
～
一
七
九
二
年
の

平
均
価
格
よ
り
一
一
シ
リ
ソ
グ
高
く
、
そ
し
て
、
一
八
世
紀
前
半
の
平

均
価
格
よ
り
二
五
シ
リ
ソ
グ
高
い
。
か
く
し
て
、
工
業
の
発
展
の
結
果



と
し
て
の
小
麦
価
格
の
上
昇
は
、
い
わ
ば
階
段
状
に
。
進
み
、
そ
の
締
果
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

常
に
よ
り
高
い
高
原
に
進
み
、
そ
こ
で
他
の
原
因
の
作
用
に
よ
り
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

の
変
動
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
単
に
後
に
続
く
期
問
の
平
均
価
格
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

り
高
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
最
低
価
格
も
ま
た
高
く
な
る
。

　
相
対
的
な
価
格
低
下
は
た
っ
た
二
年
問
続
い
た
だ
け
で
、
一
八
〇
四

年
に
は
再
び
上
昇
の
動
き
が
は
じ
ま
る
。
た
だ
、
一
八
〇
七
年
は
一
ク

ォ
ー
タ
当
り
八
八
か
ら
七
八
シ
リ
ソ
グ
ヘ
と
わ
ず
か
な
低
下
を
示
す
。

こ
の
年
の
一
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
大
規
模
な
封
鎖
が
始
っ
た
。

非
常
た
貿
易
の
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
穀
物
輸
入
が
中
断
し
た
か
っ
た

こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
一
〇
年
に
は
再
び
一
五

〇
万
ク
ォ
ー
タ
の
小
麦
の
輸
入
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
非
常
に
価
格
が

上
昇
し
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
高
価
格
が
輸
入
の
費
用
を
あ
た
う
め
し

た
。
一
八
一
一
年
は
例
外
的
に
相
対
的
価
格
低
下
を
示
し
た
が
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

は
、
こ
の
時
期
に
商
業
恐
慌
が
お
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
注
目
に
値
す

る
。　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
陸
封
鎖
は
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
の
発
展
を

阻
止
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
熱
帯
諸
国
と
の
貿
場
取
り
引

き
が
非
常
に
拡
大
し
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
他
方
で
は
、
と
く
に
最
初

の
数
年
は
封
鎖
を
う
ち
破
る
手
段
と
方
法
が
み
つ
け
ら
れ
た
た
め
で
あ

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
・
鈴
木
）

糖
け

砂
ノ
　
ツ

花
ト
　
ソ
棉
ポ

糸
ド
　
ソ
生
ポ

毛
ド
　
ソ
羊
ポ

５８４３５７３

８９１１００４

３６６８０８４

２８９５０６３４

２８２．２１８２９

５３９．８８４６３１

４４３２６６１９

２０１７３６

９８１，８９６

５７４ユ４３１

３８３２２６

５２７３５５２

３３９５４８，６

４２２６３９０１

２７７９３７４

年）者訳
８
？

８
００

８
８

１
８

〃９０８１

〃
Ｏ１８１

〃
ユー８ユ

　
　
　
　
　
、

る
。
上
の
統
計
は
、
こ
の
工
業
の
発
展
に
一
べ

つ
を
与
え
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
輸
入
額
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。　

一
八
一
一
年
に
は
増
加
の
動
き
に
逆
転
が
み

ら
れ
る
。
熱
帯
地
方
の
市
場
は
イ
ギ
リ
ス
商
品

で
満
た
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
後
退
が
は
じ
ま
り
、

ド
イ
ツ
の
港
で
は
封
鎖
が
よ
り
厳
し
く
行
わ
れ

た
（
詳
細
は
ト
ゥ
ッ
ク
と
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
を
参
照
の

こ
と
）
。
小
麦
価
格
は
年
平
均
で
一
八
一
〇
年
に

対
し
一
八
一
一
年
に
は
一
ニ
フ
リ
ソ
グ
か
ら

一
〇
八
シ
リ
ソ
グ
に
下
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
一

八
一
〇
年
八
月
に
は
一
一
六
シ
リ
ソ
グ
で
、
一

八
一
一
年
の
六
月
の
八
七
シ
リ
ソ
グ
ニ
ペ
ソ
ス

ま
で
問
断
た
く
下
落
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
一

八
二
二
－
一
八
一
四
年
に
戦
争
状
態
の
中
断
・
貿
場
封
鎖
の
除
去
・
白

由
な
穀
物
輸
入
の
開
始
そ
し
て
大
き
た
商
業
恐
慌
が
お
こ
る
ま
で
、
再

び
上
昇
し
た
。
小
麦
価
格
は
一
八
一
三
年
の
二
一
〇
シ
リ
ソ
グ
か
ら
一

八
一
四
年
の
八
五
シ
リ
ソ
グ
ヘ
と
下
落
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
四
六
九
）
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０
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Ｏ
Ｏ
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２
３
３
４
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７
‘
８
ｏ
◎
１
■
１
▲
　
１
１
一
－
人
　
１
■

年
・
１

・
１

－
５

一
３

・
３

０
５
６
９
０
７
７
７
‘
７
８

１
．
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１
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１
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ら
し
た
も
の
は
労
働
者
階
級
で
あ
っ
た
。

ず
、
彼
ら
の
貧
し
い
賃
金
は
少
し
も
上
げ
ら
れ
た
か
っ
た
。

　
上
掲
表
は
、
こ
の
半
世
紀
（
一
七
六
五
－

一
八
二
二
年
）
の
上
昇
す
る
穀
物
価
格
に

関
す
る
一
般
的
た
概
観
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
黄
金
時
代
で

あ
っ
た
。
急
速
な
工
業
の
発
展
は
穀
物
価

格
を
上
昇
さ
せ
、
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
地

代
を
増
大
さ
せ
、
さ
ら
に
地
代
よ
り
も
借

地
料
を
増
大
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
地
価

を
上
昇
ざ
せ
た
。
耕
作
面
積
は
拡
大
し
、

農
耕
は
集
約
化
さ
れ
、
大
経
営
が
急
速
に

拡
が
っ
た
。
地
主
に
は
地
代
の
彩
態
で
巨

大
な
富
が
こ
ろ
が
り
こ
み
、
借
地
農
は
大

も
う
け
を
し
た
。
以
後
、
こ
れ
と
同
じ
よ

う
な
発
展
は
一
度
も
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
の
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
の
発
展
と

同
様
に
無
比
の
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
全
栄
光
を
も
た

　
　
　
　
　
バ
ソ
の
高
騰
に
も
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
四
七
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、

の
よ
う
た
状
態
を
生
み
出
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
と
Ｆ

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

．
エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
示
し
て
い
る
。
Ｔ
・
ト
ゥ
ッ
ク
の
よ
う
な
冷
静
た
実

務
家
で
さ
え
、
当
時
は
労
働
者
の
窮
乏
は
最
も
は
げ
し
く
、
労
働
者
は

ほ
と
ん
ど
飢
餓
線
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
違
い
た
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
賃
金
は
そ
れ
で
も
少
し
ぱ
か
り
上
が
っ
た
の
で
、
ト
ゥ
ッ
ク

は
言
っ
て
い
る
。
　
「
か
く
し
て
、
飢
餓
の
た
め
に
死
ぬ
場
合
は
ま
っ
た

く
ま
れ
で
し
か
た
か
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
当
時
、
国
会
議
員
は
、
労
働
者
階
級
の
飢
餓
を
救
う
た
め
に
彼
ら
の

、
　
　
、

家
族
の
バ
ソ
の
消
費
を
三
分
の
一
減
少
さ
せ
る
と
い
う
、
す
な
わ
ち
、

肉
と
野
菜
に
き
り
か
え
る
と
い
う
約
束
を
果
た
し
た
！
　
さ
ら
に
、
小

、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

麦
粉
の
消
費
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
髪
粉
に
税
金
が
か
げ
ら
れ
た
。
髪

に
粉
を
ふ
り
か
げ
る
習
慣
は
こ
の
た
め
に
消
滅
し
た
。
こ
う
し
て
、
腹

の
減
っ
た
人
民
の
目
の
中
に
砂
を
か
け
て
ご
ま
か
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
！

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
発
展
は
穀
物
価
格
の
上
昇
を

生
み
出
し
、
地
主
が
富
裕
に
，
た
り
、
労
働
者
階
級
が
破
滅
し
、
イ
ギ
リ

ス
は
穀
物
輸
出
国
か
ら
穀
物
輸
入
国
に
変
わ
っ
た
。

　
農
産
物
価
格
の
上
昇
は
工
業
発
展
の
傾
向
で
あ
る
と
い
う
わ
れ
わ
れ

の
理
論
的
推
論
は
、
い
ま
や
、
現
実
の
展
開
に
よ
っ
て
証
明
せ
ら
れ
た



と
言
っ
て
よ
い

　
そ
の
場
合
、

０

わ
れ
わ
れ
は
相
対
的
な
消
費
す
な
わ
ち
人
口
一
人
当
り

；
－
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ナ

ト

ト

ト
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０
８
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．
Ｏ
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９
一
〇
〇
〇

１
４

１
４
２
７
口
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０
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７
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０
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リ
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６
０
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，

４
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リ
ー
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，

４
７
’
７

１
８

（
Ｕ
１
■
１
１
７
‘

｝

－

一

ナ

ナ

ナ

ト

ト

ト
　
　
ム

０
３

ソ
〃

ソ

ソ
〃
ラ

８
１

工

工

エ
　
グ

・
１

ツ

ツ

ツ
　
　
ロ
ー

２
８

［
イ
０
２
０

【
／
２

７
９
７
９
キ

１
５
０
，
　
　
　
　
，

５
，

＝
０
Ｆ
Ｏ
Ｆ
０
，
　
　
　
　
，
　
　
　
●

２
（
Ｕ
４
０

２
０

’
Ｏ
ｒ
Ｏ
ｏ
０
３
だ
０
１
↓

「
ｏ
ｎ
６
，

８
，

４
ｏ
ｏ
１
，
　
　
　
　
，

４
４

４
４

７
７
‘
　
３

分過

均
超

分

平
の

計

除
残
・
り

年
入

控
・
当

の
輸

み
用
・
人

穫
る

も
　
　
・
１

収
す

種
費
・
口

物
対

合

ち
・
人

穀
に

う
消
同

出輸

の
需
要
が
わ
ず
か
た
が
ら
増
大
す
る

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

反
対
に
、
説
明
は
、
消
費
が
変
わ
ら

た
い
場
合
に
お
げ
る
価
格
の
上
昇
を

示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
わ
れ
わ

れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
に
お
い
て
、

価
格
の
上
昇
傾
向
は
相
対
的
需
要
が

減
少
す
る
場
合
で
さ
え
も
十
分
に
あ

ら
わ
れ
う
る
こ
と
を
み
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
し
か
し
な
が
ら
、
相
対
的
な
穀
物

消
費
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
決
し
て

工
業
発
展
の
一
般
的
法
則
で
は
な
い
。

相
対
的
た
消
費
が
増
大
す
る
時
期
も

あ
る
。
Ａ
・
ド
・
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ル
（
９

～
彗
８
い
Ｏ
昌
０
８
貝
毒
一
冨
Ｏ
．
Ｏ
）
は
上
掲

の
よ
う
な
計
算
を
示
し
て
い
る
。

　
も
し
、
増
大
す
る
工
業
の
発
展
の

パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
．
鈴
木
）

作
用
と
消
費
の
相
対
的
た
上
昇
が
い
っ
し
ょ
に
な
れ
ぱ
、
明
ら
か
に
価

絡
は
そ
れ
だ
げ
早
く
上
昇
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
他
方
、
消
費
の
相
対

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

的
減
少
は
上
昇
に
反
対
に
作
用
す
る
だ
ろ
う
。

　
農
産
物
価
格
に
対
す
る
工
業
発
展
の
顕
著
な
作
用
は
、
た
と
え
ぽ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
が
価
格
の
動
き
に
あ
ら
わ
れ
な
く
と
も
、
そ
れ
が
作
用
し
て
い
る
こ

と
は
明
白
た
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
穀
物
伽
格
が
工
業
の
全
盛
期
が
続

い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
下
落
す
る
な
ら
ぱ
、
そ
の
時
期
の
工
業
の

性
格
が
別
の
も
の
で
あ
る
時
に
は
価
格
は
も
っ
と
下
落
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
え
る
。
ど
ん
な
運
動
も
、
そ
の
方
向
に
作
用
す
る
力
の
結
果
と
し

て
だ
け
み
な
さ
れ
る
の
で
は
決
し
て
た
く
、
榔
分
的
に
は
互
い
に
う
ち

消
し
合
う
よ
う
た
数
多
く
の
作
用
の
結
果
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
一
つ
の

作
用
を
と
り
去
る
だ
け
で
も
、
た
ち
ま
ち
そ
の
運
動
は
変
化
す
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
Ｂ
　
工
業
の
発
展
が
地
代
、
倣
地
料
お
よ
び
地
価

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
に
及
ぼ
す
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
地
代
、
借
地
料
お
よ
び
地
価
の
問
の
閑
係
は
、
カ
ー
ル
．
マ
ル
ク
ス

に
よ
り
、
そ
の
『
資
木
論
』
第
三
巻
に
お
い
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
非

常
に
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ご
く
簡

潔
に
１
、
わ
れ
わ
れ
が
と
り
あ
げ
る
テ
ー
プ
と
の
関
係
に
ー
お
い
て
最
も
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
（
四
七
一
）



　
　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

要
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
概
括
す
れ
ぱ
足
り
る
。

　
　
穀
物
価
格
（
そ
れ
と
と
も
に
地
代
も
彩
成
さ
れ
る
の
だ
が
）
が
上
昇
す
る
必

　
要
は
な
い
。
妙
仲
心
敷
伽
任
枠
か
跡
忠
か
い
レ
僚
下
レ
か
か
か
か
掛
か

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
に
お
い
て
も
形
成
さ
れ
う
る
。

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
カ
り
に
一
国
の
穀
物
生
産
の
拡
大
が
常
に
よ
り
優
等
地
が
耕
作
さ
れ

　
て
い
く
よ
う
な
か
た
ち
で
展
開
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ

．
る
。

　
　
も
し
、
以
前
に
お
げ
る
最
も
劣
等
な
土
地
が
ま
だ
続
げ
て
耕
作
さ
れ

　
て
い
る
な
ら
、
穀
物
価
格
は
一
定
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
新
し
い
よ

り
優
等
な
土
地
と
以
前
の
よ
り
劣
等
た
も
の
と
の
問
に
は
（
新
し
い
土
地

に
お
け
る
生
産
費
が
よ
り
少
い
の
で
）
地
代
が
生
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
も
し
、
よ
り
優
等
た
土
地
が
多
く
耕
作
さ
れ
て
、
最
劣
等
地
が
放
棄

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
は
、
穀
物
価
格
は
下
落
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
地
代
は
形
成
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
新
し
く
耕
作
さ
れ
る

土
地
は
よ
り
古
い
土
地
種
類
よ
り
も
ず
っ
と
良
質
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
現
実
に
は
、
事
情
に
応
じ
て
異
っ
た
種
類
の
土
地
が
耕
や
さ
れ
て
い

く
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
時
に
は
お
そ
ら
く
以
前
よ
り
劣
等
な
土
地
が
、

あ
る
時
に
は
最
優
等
の
土
地
が
、
ま
た
．
あ
る
時
に
は
中
く
ら
い
の
も
の

が
。
ま
た
、
そ
の
効
果
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
。
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
　
（
四
七
二
）

の
異
っ
た
作
用
Ｏ
下
で
、
穀
物
価
格
は
あ
る
時
に
は
上
昇
し
、
あ
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
一
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
は
下
落
す
る
。
し
か
し
、
新
し
い
土
地
種
類
が
耕
作
さ
れ
て
い
く
時

、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、

は
い
つ
で
も
地
代
が
発
生
す
る
。
す
た
わ
ち
、
古
い
土
地
種
類
が
新
し

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
土
地
に
対
し
て
地
代
を
生
ず
る
か
、
新
し
い
も
の
が
古
い
も
の
に
対

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
そ
う
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
よ
り
大
き
た
収
穫
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
耕
地
面
積
を
拡
大
す
る
か

わ
り
に
、
同
じ
土
地
へ
の
耕
作
を
集
約
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
の
場
合
に
も
、
穀
物
価
格
の
上
昇
は
不
可
欠
た
前
提
で
は
全
く
た
い
。

需
要
を
満
た
す
た
め
に
一
単
位
（
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
、
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
、
シ

ェ
ヅ
フ
ェ
ル
な
ど
）
の
穀
物
を
生
産
す
る
の
に
、
い
ず
れ
か
の
土
地
に
よ

り
多
く
の
生
産
費
を
か
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
穀
物
価

格
は
た
だ
上
昇
す
る
だ
げ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
た
げ
れ
ぱ
、
穀
物
価
格

は
同
じ
に
と
ど
ま
る
か
、
下
落
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し

異
っ
た
土
地
種
類
に
お
げ
る
生
産
費
の
間
に
差
異
が
生
ず
る
な
ら
ぱ
、

地
代
は
依
然
と
し
て
発
生
す
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
工
業
発
展
の
結
果
に
よ
る
、
穀
物
価
格
に
対
す
る
市

場
需
要
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
次
の
よ
う
た
必
要
性
が
お
こ
っ
て
く
る
こ

と
を
み
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

　
縮
少
さ
れ
た
耕
地
で
、
以
前
と
同
じ
穀
物
量
を
獲
得
す
る
か
、



　
ま
た
は
、
縮
少
さ
れ
た
労
働
量
で
以
前
と
同
じ
耕
地
を
耕
や
す
か
、

　
ま
た
は
、
減
少
す
る
農
業
労
働
者
の
補
充
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、

同
じ
土
地
で
よ
り
多
く
の
穀
物
を
得
る
か
、
な
い
し
は
耕
地
面
積
を
拡

張
す
る
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
穀
物
価
格
の
上
昇
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
げ

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
場
合
に
お
い
て
新
し
い
地
代
が
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
な
お
依
然

と
し
て
、
異
な
る
質
の
土
地
と
異
な
る
地
代
と
の
関
係
が
お
互
い
に
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
、
す
べ
て
の
土
地
の
地
代
総
額

ａ
¢
○
；
鼻
『
雪
８
婁
■
冒
昌
Ｏ
（
マ
ル
ク
ス
は
こ
れ
を
「
総
地
代
｛
婁
零
暮
巴
」

と
呼
ん
だ
）
が
い
か
な
る
大
き
さ
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
不
確
定

の
ま
ま
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
影
響
の
も
と
で
一
定
の
質
の
一

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

定
の
地
片
の
地
代
は
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
、
こ
の
地
片
の
土
地
の
質
が
す
べ
て
の
部
分
に
お
い
て
同
じ
た
ら
、

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
代
を
生
産
物
の
単
位
当
り
量
た
と
え
ぱ
一
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
の
穀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

物
に
対
す
る
比
率
に
お
い
て
計
算
す
れ
は
　
　
ま
た
は
計
算
を
耕
地
面

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、

積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
し
た
が
っ
て
す
る
が
、
投
下
資
本
に
比
し
て
（
マ

　
　
　
　
バ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
嘗
（
大
藪
・
鈴
木
）

ル
ク
ス
は
そ
れ
を
「
地
代
率
」
と
呼
ぶ
）
す
る
た
ら
は
　
　
こ
の
地
片
の
穀

物
収
穫
の
増
大
が
相
対
的
に
少
な
い
生
産
費
と
資
本
を
要
す
る
の
で
な

い
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
時
に
は
、
地
代
は
穀
物

価
格
が
上
昇
す
れ
ぼ
上
昇
す
る
だ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
果
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

上
述
の
計
算
方
法
の
場
合
に
の
み
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
地

代
は
投
下
資
木
と
の
関
連
な
し
に
単
純
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
で
計
算

さ
れ
て
お
り
　
　
そ
れ
は
通
常
た
さ
れ
、
ま
た
、
合
理
的
な
こ
と
だ
が

　
　
そ
う
す
れ
ぱ
、
地
代
の
上
昇
は
穀
物
価
格
に
依
存
す
る
ば
か
り
で

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
く
、
収
穫
量
す
な
わ
ち
穀
物
生
産
量
に
依
存
す
る
。
こ
の
要
因
は
非

常
に
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
く
わ
し
く
論
ぜ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な

い
。

　
わ
れ
わ
れ
は
耕
作
さ
れ
て
い
る
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
仮
定

し
よ
う
。
穀
物
の
収
穫
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
六
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
合
計
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
（
１
１
六
万
キ

ロ
グ
ラ
ム
…
…
訳
者
）
で
あ
る
。
生
産
費
は
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
に
達
す
る
。

投
下
資
本
は
六
万
マ
ル
ク
と
す
る
。
五
パ
ー
セ
ソ
ト
の
利
潤
率
の
場
合
、

そ
の
土
地
は
三
〇
〇
〇
マ
ル
ク
の
利
潤
を
生
ず
る
は
ず
で
あ
る
。
六
〇

〇
〇
ブ
ル
ク
の
生
産
費
士
二
〇
〇
〇
プ
ル
ク
一
の
利
潤
は
合
計
し
て
九
〇

〇
〇
マ
ル
ク
で
あ
る
。
も
し
、
穀
物
価
格
が
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
四
七
三
）
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マ
ル
ク
に
た
る
と
す
れ
ぱ
、
こ
の
地
片
か
ら
の
穀
物
の
総
価
値
は
一
万

二
〇
〇
〇
マ
ル
ク
に
な
り
、
三
〇
〇
〇
マ
ル
ク
が
地
代
と
し
て
残
る
。

つ
ま
り
、
ヘ
ク
タ
ｉ
ル
当
り
三
〇
マ
ル
ク
の
地
代
と
な
る
。
メ
ー
ト
ル

ツ
一
ソ
ト
ナ
ー
一
一
８
キ
プ
グ
ラ
ム
ー
－
訳
者
一
当
り
地
代
は
五
マ
ル
ク

と
な
る
。
そ
し
て
、
投
下
資
本
に
対
す
る
地
代
の
関
係
、
す
た
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
代
率
は
ｏ
。
一
◎
８
一
８
ら
８
た
い
し
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
ｏ
。
？
８
◎
つ
ま

り
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。

　
今
度
は
、
資
本
を
二
倍
に
す
る
場
合
に
は
生
産
費
が
二
倍
に
た
り
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
こ
の
地
片
の
土
地
収
穫
を
二
倍
に
で
き
る
も
の
と
し

よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
生
産
費
は
一
万
二
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、
資
本
一
二

万
ブ
ル
ク
、
利
潤
は
、
五
％
の
場
合
に
は
、
六
〇
〇
〇
マ
ル
ク
、
収
量

は
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
と
な
る
。
す
る
と
、
穀
物
の
生

産
価
格
（
利
潤
を
加
え
た
生
産
費
）
は
一
メ
ー
ト
ル
ソ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
、

（
Ｈ
ド
◎
８
＋
９
◎
８
）
二
し
８
１
ｌ
Ｈ
。
。
？
旨
１
１
岩
マ
ル
ク
で
あ
る
。
穀
物

面
格
が
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ー
当
り
二
〇
マ
ル
ク
で
変
わ
ら
な
い
場
合
、
地
代

と
し
て
は
ツ
ェ
ソ
ト
ナ
ｉ
当
り
五
マ
ル
ク
で
あ
り
、
以
前
と
ま
っ
た
く

同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
片
の
総
地
代
は
、
今
度
は
五

マ
ル
ク
×
ピ
８
◎
１
１
９
◎
８
マ
ル
ク
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

り
三
〇
の
か
わ
り
に
六
〇
マ
ル
ク
、
す
な
わ
ち
、
耕
地
面
積
当
り
で
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
　
（
四
七
四
）

算
す
る
と
、
地
代
は
穀
物
価
格
が
不
変
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

倍
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
代
率
は
今
度
は
９
◎
８
ニ
ド
◎
８
、

つ
ま
り
五
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
り
、
変
化
し
た
い
ま
ま
で
あ
る
。

　
収
穫
を
増
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
い
か
ま
た
は
よ
り
少
い
生

産
費
と
資
本
が
投
下
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
、
資
本

と
生
産
費
の
関
係
に
よ
っ
て
、
あ
ま
た
の
変
異
が
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ

う
。
こ
の
変
異
は
次
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
る
一
般
的
な
法
則
を
変
え
な

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

い
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
穀
物
収
穫
の
増
大
も
土
地
面
積
当
り
で
計

　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
１
）

算
さ
れ
た
地
代
を
上
昇
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
、
収
穫
の
増
大

が
生
産
費
の
増
大
と
結
び
つ
い
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
追
加
的
資
本
投

下
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
た
平
均
利
潤
率
と
と
も
に
、
そ
こ
に

彩
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
新
し
く
得
ら
れ
た
穀
物
量
の
全
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

差
を
消
滅
さ
せ
る
と
い
う
唯
一
の
場
合
は
除
か
れ
る
。

　
」
国
全
体
の
種
々
の
地
代
の
総
額
（
総
地
代
）
を
考
え
れ
ぱ
、
こ
の
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

額
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
ひ
総
地
代
は
、
単
に
。
地
代
の
形
成
と
上
昇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

法
則
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
の
国
の
耕
地
が
量
的
に
い
か
に
種
々
の
土

地
種
類
か
ら
成
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
依
存
し
て
い
る
。
も
し
、

こ
の
耕
作
面
積
が
、
土
地
の
約
一
〇
分
の
一
ま
で
何
ら
地
代
を
生
ま
な

い
最
劣
等
地
か
ら
成
り
（
我
々
は
、
叙
述
の
簡
単
化
の
た
め
に
絶
対
地
代
と
最



●

劣
等
地
の
地
代
を
全
く
無
視
す
る
）
、
一
〇
分
の
九
だ
け
が
地
代
を
生
む
土

地
か
ら
成
っ
て
い
る
と
す
れ
ぱ
、
地
代
総
額
は
、
明
ら
か
に
。
、
こ
の
関

係
が
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
、
土
地
の
一
〇
分
の
一
だ
け
が
地
代
を
生
む

場
合
と
は
異
っ
た
も
の
と
た
る
だ
ろ
う
。
ヘ
ク
タ
ー
－
ル
当
り
の
地
代
が

同
じ
で
あ
れ
ぱ
、
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
九
倍
を
も
た
ら

す
。
こ
の
違
い
は
、
も
ち
ろ
ん
、
同
様
な
仕
方
で
地
代
の
変
動
に
っ
い

て
も
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
一
人
の
地
十
工
が
種
六
の
土
地
種
類
の
複
合
し

た
土
地
を
も
っ
て
い
る
な
ら
１
そ
れ
は
ご
く
普
通
に
あ
る
こ
と
だ
が

　
　
彼
の
土
地
所
有
か
ら
生
ま
れ
る
総
地
代
は
、
再
び
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
り
平
均
で
計
算
さ
れ
る
な
ら
は
　
　
た
だ
し
総
平
均
て
　
　
種
々
の

土
地
種
類
で
の
地
代
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
彼
の
土
地
所
有
が
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
よ
う
た
土
地
種
類
か
ら
量
的
に
檎
成
さ
れ
て
い
る
か
に
依
存
す

る
。
つ
ま
り
、
個
々
の
地
主
に
と
っ
て
は
、
彼
の
土
地
所
有
の
中
で
耕

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

作
面
積
を
よ
り
優
等
な
土
地
に
拡
大
す
る
こ
と
が
常
に
、
有
利
で
あ
る
。

な
ぜ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
優
等
地
は
彼
に
よ
り
大
き
な
地
代
を
も
た
ら
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
の
土
地
の
総
地
代
を
増
大
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
か
し
、
地
主
階
級
全
体
に
と
っ
て
は
、
た
い
て
い
の
場
合
は
反
対
の

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

こ
と
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
劣
等
た
土
地
の
耕
作
が
進
展
す
る
こ
と
が
有

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
臼
（
大
藪
・
鈴
木
）

利
て
あ
る
。
た
畦
な
ら
、
そ
の
結
果
、
穀
物
価
格
が
上
昇
し
、
そ
れ
に

よ
り
地
代
総
額
の
上
昇
が
条
件
づ
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
」
う
し
て
、

個
六
の
地
主
の
利
益
は
階
級
と
Ｌ
て
の
独
自
の
利
益
に
１
反
対
に
作
用
す

る
。　

一
方
、
一
国
の
地
主
達
に
。
と
っ
て
は
、
単
に
地
代
の
高
さ
が
決
定
的
で

あ
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
豊
度
に
関
し
て
の
土
地
の
量
的
な
分
化
も
重
要

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
、
相
変
わ
ら
ず
劣
等
な
土
地
が
耕
作
さ

れ
て
お
り
な
が
ら
、
同
時
に
、
最
劣
等
地
が
生
産
の
拡
大
に
あ
ず
か
る
こ

と
が
相
対
的
に
最
も
少
い
た
ら
ぱ
、
彼
の
所
得
は
最
も
多
く
増
大
す
る
。

　
こ
う
し
て
、
穀
物
価
格
の
高
さ
で
も
地
代
の
高
さ
で
も
な
く
、
総
地

代
の
大
き
さ
が
　
　
そ
れ
は
一
国
の
総
地
代
と
し
て
で
あ
れ
、
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
定
の
土
地
の
複
合
体
に
対
す
る
借
地
料
と
し
て
で
あ
れ
、
こ
れ
ら
す

べ
て
の
作
用
が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
　
　
地
主
の
利
益
の
中
核
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
総
地
代
は
次
の
も
の
に
よ
っ
て
増
大
す
る
。

　
　
穀
物
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
、

　
　
地
代
の
上
昇
に
よ
っ
て
、

　
　
種
々
の
質
の
土
地
か
ら
な
る
耕
作
面
積
の
構
成
が
よ
り
有
利
に
進

　
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
。

　
工
業
の
発
展
が
、
穀
物
の
市
場
需
要
の
増
大
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
四
七
五
）
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、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

べ
て
の
要
因
に
対
し
て
促
進
的
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
と
さ

ら
証
明
す
る
必
要
は
な
い
。

　
他
の
影
響
が
作
用
す
る
の
で
、
工
業
発
展
の
影
響
の
下
で
穀
物
価
格

が
上
昇
し
な
い
時
で
も
、
地
代
を
増
大
さ
せ
、
ま
た
、
総
地
代
を
拡
大

す
る
多
く
の
原
因
が
あ
る
。
む
し
ろ
、
地
代
と
総
地
代
を
増
大
さ
せ
る

ま
さ
に
そ
の
原
因
が
、
往
々
に
し
て
、
穀
物
価
格
の
上
昇
を
阻
害
す
る

昇上吻
○
料地借り当ルータクヘー
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Ｏ０１

クルベス
ヒニー

ケ

ソネソビソグ

ヒツチソダ

一ダルベソエーリマ

ソゼ一ポ

クルベソ
ロ

“

フ

ソイテツテユシ

ソリスケ

トソズルラトユシ

ウラスレブ

ツツニグーリ

ソルベ
ツオ

ムダツポ
０
・ムト

レノフクソラフ

クレノブデグマ

クルブゼル
メ

トレノフアエ

２

０
・

８２３

６
・

５２３

４
一

２２００ユ均平

０

９
・

０１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
四
七
六
）

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
す
べ
て
の
要
素
が
と
も
に
同
じ
方
向
に
ば

た
ら
く
た
ら
ぽ
、
総
地
代
は
き
わ
め
て
は
っ
き
り
と
増
加
す
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
に
っ
れ
て
、
も
し
一
国
の
平
均
で
計
算
す
る
か
一
地
方
の
平

均
で
、
あ
る
い
は
一
っ
の
土
地
複
合
体
の
平
均
で
計
算
す
る
た
ら
、
借

地
料
は
上
昇
す
る
。

　
こ
の
よ
う
た
諸
関
係
に
注
目
す
る
時
に
の
み
、
今
世
紀
七
〇
年
代
に

　
　
　
　
　
お
こ
っ
た
借
地
料
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
地
価
の
と
て
つ
も

０

２
．

４１

０

０
．

１
４

０

８
・

２１

４

６
一

６１

０

５
一

２１

０

１
一

３１

０

０
・

７１

０

５
一

ｎ

００１

０３ユ

Ｏ０１

Ｇ
０
額
幻

昇
対
レ
大

上
絶
刀
増

の
の
　
　
の

　
　
り

格
格
当
口

価
価
ソ
人

麦
麦
ト
ツ

イ
イ
（
イ

ラ
　
ラ
　
　
ド

な
い
上
昇
を
理
解
で
き
る
。
そ
の
上
昇
は
穀
物
価
格
の
上

昇
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
時
と
し
て
、
穀
物

価
格
の
上
昇
と
全
く
異
っ
た
も
の
に
な
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
コ
ソ
ラ
ッ
ド
は
、
彼
の
『
国
家
学
小
辞
典
』
で
、
プ
ロ

イ
セ
ソ
の
直
営
御
領
地
に
お
げ
る
一
八
四
九
年
以
来
の
借

地
料
の
上
昇
に
関
す
る
興
味
あ
る
表
を
示
し
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
は
、
そ
れ
と
並
べ
て
、
五
っ
の
時
期
（
一
八
四
０
１

五
〇
年
、
一
八
六
六
－
七
〇
年
、
一
八
六
七
－
八
○
年
、
一
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

六
－
九
〇
年
）
に
っ
い
て
、
同
一
期
問
に
お
け
る
ラ
ィ
麦

価
格
の
動
き
、
お
よ
び
、
現
在
の
ド
イ
ツ
の
人
口
（
一
八

五
〇
年
、
一
八
七
〇
年
、
一
八
九
〇
年
）
の
増
大
に
関
す
る
概

観
を
示
そ
う
。
そ
う
す
れ
ぱ
、
上
掲
表
の
よ
う
な
一
般
的



概
観
を
得
る
。

　
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
借
地
料
の
非
常
な
上
昇
は
、
ラ
イ
麦
価
格
の
動

き
や
人
口
の
増
大
と
は
全
く
何
ら
比
例
し
て
い
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ソ
全

体
の
資
本
主
義
的
土
地
所
有
に
お
け
る
諸
関
係
も
同
じ
よ
う
に
進
展
し

た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
地
主
階
級
が
自
分
の
土
地
を
貸
す
か
自
か

ら
経
営
す
る
か
を
問
わ
ず
、
彼
ら
の
非
常
な
富
裕
化
と
地
価
の
と
て
っ

も
な
い
上
昇
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
何
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を
ひ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

起
し
た
の
だ
ろ
う
か
？
　
そ
れ
は
、
第
一
に
工
業
の
発
展
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
わ
れ
わ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
借
地
料
の
上
昇
を
よ
び
お
こ
す
よ

う
た
い
く
ら
か
の
特
別
な
原
因
に
た
お
言
及
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
、
今
後
の
叙
述
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　
借
地
料
は
、
借
地
人
が
よ
り
少
い
利
潤
で
満
足
す
れ
ば
増
大
し
う
る
。

こ
れ
は
、
零
細
な
借
地
人
、
た
と
え
ぽ
農
民
が
問
題
で
あ
る
時
に
は
明

白
で
あ
る
。
農
民
は
他
の
生
存
の
可
能
性
を
全
く
も
た
な
い
。
そ
の
結

果
、
彼
は
、
他
に
。
よ
り
安
く
土
地
を
借
り
る
方
法
が
た
げ
れ
ば
、
借
地

料
の
増
大
を
極
限
に
ま
で
お
し
進
め
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
資
本

家
的
大
借
地
人
に
も
、
彼
の
利
潤
を
減
少
さ
せ
る
原
因
が
あ
る
。
も
し

借
地
が
彼
か
ら
ひ
き
上
げ
ら
れ
れ
ぱ
、
彼
は
資
本
の
投
資
先
が
な
く
な

る
。
彼
は
今
度
は
ど
こ
か
別
の
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
投
資
す
る
先
を
、
さ

　
　
　
　
パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」
臼
（
大
藪
・
鈴
木
）

が
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
困
難
と
損
失
を
伴
た
う
。
も
し
土
地
所

有
者
自
身
が
経
営
し
て
お
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

致
寅
の
特
別
な
手
段
は
な
く
た
る
。

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
借
地
料
は
、
農
業
労
働
者
の
賃
金
が
縮
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
上

昇
し
う
る
。
そ
れ
に
っ
れ
て
、
ど
の
資
本
主
義
的
企
業
に
お
い
て
も
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
必
然
的
に
地
主
が
借
地
人
か
ら
特
別
利
潤
を
ま
き

あ
げ
る
。
も
し
彼
が
自
分
自
身
の
借
地
人
で
あ
る
と
し
て
も
同
様
で
あ

る
。
し
か
し
た
が
ら
、
工
場
主
が
賃
金
を
下
げ
る
の
か
、
地
主
が
そ
う

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
違
い
が
あ
る
。
そ
の
理
由
を
示
そ
う
。

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
地
価
は
、
資
本
利
子
が
下
落
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
も
は
っ
き
り
と

上
昇
す
る
。
こ
の
資
本
利
子
の
下
落
は
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
法
則

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
こ
の
研
究
は
、
な
か
ん
ず
く
、
農
業
の
発
展
が
種
々
の
要
因
の
複
合

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
穀
物
価
格
の
状
態
の
み

か
ら
農
業
の
状
態
を
判
断
す
る
の
は
誤
ま
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
の
み
を
め
ざ
し
て
い
る
農
業
政
策
は
、
農
業
の
破

減
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
だ
が
、
こ
の
時
点
で
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
農
業
の
状
態
は
い
か
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

で
あ
っ
た
か
？
　
農
業
恐
慌
が
存
在
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
は
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
四
七
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

た
る
幻
影
か
？
　
た
し
か
に
農
業
恐
慌
は
存
在
し
て
い
る
し
、
そ
れ
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
深
刻
に
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
単
に
借

地
料
と
地
価
の
下
落
お
よ
び
耕
地
面
積
の
縮
少
に
よ
っ
て
ぱ
か
り
で
な

く
、
資
本
主
義
的
競
争
の
法
則
が
一
見
逆
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴

づ
げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
農
民
的
分
割
地
経
営
に

よ
っ
て
資
本
主
義
的
大
経
営
が
あ
る
程
度
崩
壌
す
る
こ
と
す
ら
あ
り
得

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
昨
目
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
た
い
。
ま
た
、
そ

れ
は
ア
メ
リ
ヵ
の
発
見
の
苦
い
結
果
が
お
く
れ
て
出
て
き
た
も
の
で
は

な
く
て
、
資
本
主
義
的
生
産
の
不
可
避
的
な
結
果
で
あ
る
。

　
工
業
の
発
展
が
、
い
か
に
し
て
地
主
を
富
裕
に
し
た
が
ら
、
そ
の
破

減
を
も
た
ら
し
た
か
が
説
明
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
解
き
明
か
す
べ
き
次
の
課
題
で
あ
る
。

〔
注
〕
六
　
工
業
と
農
業

　
Ａ
　
工
業
の
発
展
が
穀
物
価
格
に
及
ぽ
す
影
響

（
。
１
）
　
二
つ
の
こ
と
が
世
界
経
済
の
現
実
的
発
展
の
研
究
を
困
難
に
す
る
。
第

　
　
　
一
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
い
つ
の
場
合
で
も
互
い
に
異
な
る
発
展
段
階
と
発

　
　
展
類
型
を
と
り
あ
つ
か
わ
。
ね
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
こ
れ
ら
の
個

　
　
　
々
の
差
異
そ
れ
自
身
だ
げ
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
な
ぜ
な

　
　
ら
、
そ
れ
ら
に
は
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般
法
則
が
あ
て
は
ま
る
か
ら
で

　
　
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
抽
象
化
に
よ
り
、
そ
の
特
殊
性
か
ら
一
般
的
な
諸

二
　
（
四
七
八
）

　
　
関
連
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
に
、
発
見
さ
れ
た
法
則
を
基
礎
に
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
そ
の
特
殊
性
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ヵ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
は
、

　
　
彼
の
『
資
本
論
』
に
お
い
て
、
前
者
の
課
題
を
徹
底
的
に
解
決
し
た
。
彼

　
　
は
ま
た
、
そ
こ
お
よ
び
他
の
著
述
で
、
個
々
の
移
態
と
個
々
の
発
展
の
す

　
　
ぱ
ら
し
い
展
望
を
提
示
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に

　
　
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
多
く
の
こ
と
が
手
っ

　
　
か
ず
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
こ
と
が
両
者
に
よ
っ
て
な
お
全
く
解
明
さ

　
　
れ
て
い
な
い
。
た
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
絶
え
ず
変
化
す
る
生
命
を
解
き
明
か

　
　
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
理
論
は
精
神
を
無
用
の
も
の
と
す

　
　
る
の
で
は
汝
く
、
そ
れ
を
強
化
し
、
そ
れ
に
新
し
い
た
た
か
い
へ
の
準
備

　
　
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
　
こ
の
よ
う
な
表
現
は
非
合
理
的
で
あ
る
。
た
ぜ
な
ら
、
一
方
で
は
穀
物

　
　
量
を
、
他
方
で
は
人
口
数
を
と
り
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
正
し
い
表

　
　
現
は
、
市
場
に
も
ち
こ
ま
れ
る
価
値
と
需
要
さ
れ
る
価
値
と
の
比
で
あ
ろ

　
　
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
合
理
的
な
概
念
に
変
え
る
こ
と
は
計
算
を
必
要
以

　
　
上
に
複
雑
化
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

（
３
）
　
そ
れ
は
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
現
在
ま
で
手
が
っ
げ
ら
れ
て
い
な
い
領

　
　
或
で
あ
る
。
数
年
来
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
学
派
」
の
若
手
が
こ
の
分
野
で

　
　
い
ろ
い
ろ
と
試
み
、
彼
ら
の
顔
に
汗
し
て
何
ら
か
の
成
果
を
あ
げ
よ
う
と

　
　
努
力
し
て
い
る
。
彼
ら
が
政
治
経
済
的
法
則
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る

　
　
も
の
は
、
不
名
誉
な
教
授
が
こ
の
世
の
苦
難
を
気
持
ち
よ
く
し
の
ぐ
た
め

　
　
に
手
に
し
た
哲
学
で
し
か
な
い
。
彼
は
一
着
の
オ
ー
バ
ー
を
買
う
お
金
も

　
　
持
っ
て
い
た
い
の
で
、
そ
れ
で
も
、
満
腹
で
オ
ー
バ
ｉ
な
し
で
歩
き
回
る

　
方
が
、
空
腹
で
新
し
い
オ
ｉ
バ
ー
を
着
て
自
慢
す
る
よ
り
も
よ
い
の
だ
、

　
　
と
屍
理
屈
を
言
う
。
そ
し
て
、
資
本
が
要
求
す
れ
ぱ
、
ち
ょ
う
ど
自
分
の



（
４
）

（
５
）

（
６
）

古
い
オ
ー
バ
ー
を
か
え
る
の
と
ｎ
じ
よ
う
に
、
気
安
く
主
張
を
ひ
る
が
え

す
の
で
あ
る
。

資
本
主
義
的
市
場
関
係
は
、
杜
会
的
諸
関
連
、
す
な
わ
ち
、
生
産
内
部

の
経
済
的
階
級
構
成
・
杜
会
的
分
業
・
全
体
的
杜
会
構
成
・
生
産
諸
力
の

発
展
・
と
り
わ
げ
世
界
市
場
の
発
展
、
等
々
か
ら
生
ず
る
よ
う
な
杜
会
的

諸
関
連
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
他
方
に
お
い
て
、

部
分
的
に
は
市
場
関
係
に
よ
っ
て
も
条
件
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
ぜ
な
ら
、

生
活
は
弁
証
法
的
過
程
な
の
で
あ
る
か
ら
。

　
こ
の
領
域
の
研
究
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
を

な
し
と
げ
て
初
め
て
、
恐
慌
の
完
全
た
理
論
が
う
ち
た
て
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
第
三
巻
、
第
二
部
、
一
七
七
頁
。

　
都
市
は
、
資
本
主
義
的
農
業
の
発
展
を
解
明
す
る
際
に
は
、
単
に
そ
の

工
業
的
性
格
の
た
め
に
、
顧
慮
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
単
に
非
農
業
人

口
の
集
団
と
し
て
の
み
で
も
全
く
な
く
、
市
場
の
集
中
点
（
チ
ュ
ー
不
ソ

の
農
耕
様
式
分
布
の
理
論
）
と
し
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
し

か
Ｌ
な
が
ら
、
こ
の
研
究
の
計
画
で
は
別
の
関
連
に
属
し
て
い
る
。

　
工
業
の
発
展
段
階
が
互
い
に
非
常
に
異
な
る
個
々
の
国
々
に
お
け
る
牛

活
手
段
の
価
格
の
差
違
は
、
一
国
の
各
地
域
の
発
展
段
階
ご
と
の
価
格
差

と
同
様
に
、
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
を
し
て
、
そ
の
際
に
重
要
た
の
は
一
般
的

な
資
本
主
義
的
諸
関
係
で
あ
る
と
い
う
推
測
を
な
さ
し
め
て
い
る
。
そ
の

説
明
と
し
て
、
彼
は
ま
ず
第
一
に
都
市
の
成
長
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し

た
が
ら
、
彼
は
そ
の
影
響
を
市
場
の
集
中
と
い
う
意
味
に
お
い
て
の
み
把

握
す
る
。
生
活
手
段
は
遠
く
離
れ
た
地
域
か
ら
供
給
さ
れ
れ
ぱ
さ
れ
る
ほ

ど
高
く
た
る
に
違
い
な
い
、
と
。
し
か
し
、
そ
れ
は
次
の
こ
と
を
言
っ
て

パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」

目
（
大
藪
・
鉛
木
）

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
生
活
手
段
は
、
そ
れ
が
多
く
の
費
用
が
か
か
る
が
ゆ

え
に
、
す
な
わ
ち
、
よ
り
高
く
つ
く
が
ゆ
え
に
、
よ
り
高
く
販
売
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
よ
り
高
い
価
格
を
も
つ
の
だ
（
げ
）
と
。
だ
が
、
問
題
は
ま

さ
に
、
い
か
に
し
て
生
活
手
段
を
相
対
的
に
高
い
価
格
で
販
売
す
る
こ
と

が
可
能
と
た
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
彼
は
こ
の
説
明
の
不
十
分
さ
を
感
知
し
て
、
も
う
一
つ
の
理
由
を
あ
げ

る
。
そ
れ
は
、
農
業
労
働
者
に
お
げ
る
、
現
物
賃
金
か
ら
貨
幣
賃
金
へ
の

移
行
で
あ
る
。
貨
幣
賃
金
の
普
及
と
と
も
に
市
場
需
要
が
増
大
す
る
、
と
。

し
か
し
、
そ
こ
で
す
ぐ
に
そ
れ
を
取
り
消
す
よ
う
な
反
証
に
注
意
を
向
け

さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
物
賃
金
か
ら
貨
幣
賃
金
へ
の
移
行
に
よ
り
市
場

需
要
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
今
度
は
以
前
に
現
物
で
支
払
わ
れ
て
い
た

生
産
物
が
市
場
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
、
市
場
供
給
も
ま
た
増
大
す
る
、
と
。

彼
は
完
全
に
こ
の
矛
盾
に
ま
き
こ
ま
れ
、
与
え
ら
れ
た
条
件
と
は
何
の
関

係
も
た
い
副
次
的
な
も
の
に
目
を
向
け
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
彼
は
、
た
と

え
ぱ
、
価
格
は
需
要
が
「
数
千
に
。
も
細
分
化
す
る
」
が
ゆ
え
に
上
昇
す
る
、

た
ど
と
考
え
る
。
真
理
は
逆
で
あ
り
、
集
中
さ
れ
た
需
要
が
価
格
を
つ
り

あ
げ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
事
実
の
上
で
も
、
貨
幣
賃
金
へ
の
移
行
に

よ
っ
て
需
要
が
「
細
分
化
す
る
」
と
い
う
の
は
全
く
正
し
く
な
い
。

　
最
後
に
、
彼
は
も
う
一
つ
の
理
由
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
貧
乏
な
」

諸
国
に
お
げ
る
貨
幣
の
騰
貴
で
あ
る
。
彼
は
、
た
と
え
貨
幣
金
属
の
生
産

費
が
同
じ
で
も
、
「
豊
か
た
」
、
つ
ま
り
資
本
主
義
的
に
よ
り
発
達
し
た
諾

国
に
お
い
て
は
、
世
界
貿
易
に
よ
っ
て
相
対
的
に
急
激
に
。
貨
幣
が
流
入
す

る
結
果
、
「
現
存
す
る
商
品
量
に
対
す
る
境
存
す
る
貨
幣
量
の
比
が
相
対

的
に
大
き
く
な
る
」
の
で
、
貨
幣
は
相
対
的
に
安
く
な
る
（
し
た
が
っ
て

商
品
は
高
く
な
る
）
、
と
言
う
。
事
実
の
前
提
が
誤
っ
て
い
る
が
、
一
般
的

二
二
　
（
四
七
九
）



（
７
）

（
８
）

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

理
論
的
な
関
連
も
ま
た
完
全
に
誤
り
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
貨
幣
流
入
に

よ
っ
て
、
生
産
と
商
品
流
通
は
な
お
一
層
高
度
に
拡
大
し
う
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
に
お
い
て
は
非
常
に
よ
く

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
前
資
本
主
義
的
杜
会
は
相
対
的
に
少
い
貨
幣
金
属
量

で
や
っ
て
い
げ
る
が
、
資
本
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
絶
対
的
に
ば
か
り

で
な
く
相
対
的
に
も
金
属
貨
幣
の
惇
う
大
な
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信

用
の
な
お
一
層
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
類
例
の
な
い
ほ
ど
急

速
た
貨
幣
流
通
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
属
貨
幣
を
紙
の
表
章
（
銀
行
券
）

に
お
き
か
え
る
必
要
性
が
お
こ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
に
言
う
な
ら
ぱ
、
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
は
、
彼
の
リ
カ
ー
ド
地
代

論
批
判
に
お
い
て
、
彼
が
リ
カ
ー
ド
の
理
論
の
補
足
お
よ
び
深
化
の
必
要

性
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
た
い
の
に
、
そ
れ
を
つ
き
く
ず
し
た
と
信
じ
て

い
る
限
り
に
お
い
て
誤
っ
て
い
る
。
彼
自
身
の
理
論
が
ま
さ
に
一
面
性
と

不
十
分
性
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
Ｔ
．
ト
ゥ
ッ
ク
、
Ｗ
・
ニ
ュ
ー
マ
ー
ク
『
物
価
史
と
物
価
の
決
定
』
参

照
。
Ｃ
・
Ｗ
・
ア
ッ
ゾ
ヤ
ー
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
訳
第
一
巻
、
三
五
頁
。
以

下
の
イ
ギ
リ
ス
の
数
字
も
、
注
記
の
な
い
限
り
、
こ
の
基
本
文
献
か
ら
と

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
独
特
の
階
段
的
穀
物
価
格
の
上
昇
を
、
Ｔ
・
ト
ゥ
ヅ
ク
が
前
掲
の

彼
の
物
価
史
に
お
い
て
概
観
し
て
い
る
。
彼
は
年
々
の
価
格
変
動
を
分
析

し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
常
に
よ
り
高
い
高
原
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
い

た
い
。
彼
は
、
と
り
わ
け
、
も
っ
ぱ
ら
収
穫
の
結
果
の
穀
物
価
格
へ
の
影

響
を
証
明
し
よ
う
と
し
て
、
あ
る
時
は
前
年
の
収
穫
に
よ
り
、
あ
る
時
は

当
年
の
収
穫
の
結
果
、
ま
た
は
翌
年
の
収
穫
見
通
し
に
よ
り
推
測
し
て
い
．

る
の
で
、
彼
に
と
っ
て
は
、
こ
の
証
明
を
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
時

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

一
四
　
（
四
八
○
）

代
に
ル
ド
ル
フ
・
フ
ァ
ル
ブ
氏
が
雨
が
降
る
か
天
気
に
な
る
か
を
予
想
す

る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
よ
う
に
容
易
た
こ
と
で
あ
る
。

　
戦
争
の
開
始
か
ら
大
陸
封
鎖
ま
で
。

　
大
陸
封
鎖
の
時
代
。

　
こ
の
場
合
、
穀
物
の
工
業
用
仕
向
け
の
増
大
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

Ｂ
　
工
業
の
発
展
が
地
代
・
借
地
料
お
よ
び
地
価
に
及
ぽ
す
影
響

（
１
）
　
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
は
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
「
地
代
が
分
配
さ
れ

　
　
る
モ
ル
ゲ
ソ
数
は
、
地
代
の
増
大
と
同
じ
割
合
で
は
塙
加
し
な
い
…
…
っ

　
　
ま
り
、
地
代
の
増
大
に
よ
っ
て
、
地
代
と
地
代
が
分
配
さ
れ
る
は
ず
の
モ

　
　
ル
ゲ
ソ
数
と
の
こ
れ
ま
で
の
比
率
も
、
も
ち
ろ
ん
、
変
化
す
る
。
な
ぜ
な

　
　
ら
、
後
者
に
は
、
い
ま
や
こ
れ
ま
で
よ
り
大
き
た
地
代
額
が
も
た
ら
さ
れ

　
　
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
第
三
の
杜
会
的
書
簡
』
、
二
一
六
頁
）

　
　
　
そ
れ
か
ら
、
ロ
ー
ト
ベ
ル
ト
ス
は
さ
ら
に
二
二
二
頁
で
き
わ
め
て
正
当

　
　
に
も
次
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
理
由
か
ら
、
平
価

　
　
の
切
り
下
げ
は
地
代
の
名
目
的
な
増
大
を
と
も
な
う
に
ち
が
い
な
い
、
と
。

　
　
主
農
派
は
、
こ
れ
を
銀
本
位
制
に
よ
っ
て
追
求
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
は
無
意
味
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
重
要
な
の
は
鋳
貨
の
上
の
数
字

　
　
で
は
な
く
て
、
商
品
交
換
に
お
け
る
そ
の
価
値
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
た
と

　
　
え
、
一
〇
〇
マ
ル
ク
の
金
の
地
代
が
二
一
〇
マ
ル
ク
の
銀
の
地
代
に
「
増

　
　
大
す
る
」
と
し
て
も
、
後
の
二
一
〇
マ
ル
ク
で
以
前
の
一
〇
〇
マ
ル
ク
と

　
全
く
同
じ
だ
げ
の
も
の
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
ら
、

　
　
何
の
と
く
に
な
ろ
う
か
？
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
貨
幣
の
幻
影
の
う
し

　
　
ろ
に
は
き
わ
め
て
現
実
的
な
利
益
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
次
章



　
　
で
投
機
を
白
日
の
下
に
さ
ら
す
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
個
々
の
場
合
に
つ
い
て
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
り
、
そ
し
て
一
部
は
エ
ソ
ゲ

　
　
ル
ス
に
よ
り
、
「
差
額
地
代
皿
」
に
お
い
て
探
究
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
そ
の
際
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
挿
入
文
に
つ
い
て
は
次
の

　
　
こ
と
を
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
リ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
エ
ソ
ゲ

　
　
ル
ス
が
、
彼
の
一
般
的
な
総
括
に
お
い
て
、
「
土
地
Ａ
（
最
劣
等
地
）
が

　
　
競
争
か
ら
除
外
さ
れ
、
十
地
Ｂ
（
次
の
も
の
）
が
規
定
的
に
、
し
た
が
っ

　
　
て
地
代
が
な
く
な
る
」
場
合
に
の
み
、
第
二
の
資
本
投
下
（
な
い
し
穀
物

　
　
生
産
の
拡
大
）
は
総
地
代
を
増
大
さ
せ
な
い
、
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す

　
　
時
、
そ
れ
は
、
な
る
ほ
ど
、
彼
の
山
し
た
数
字
例
か
ら
は
生
じ
る
が
、
一

　
　
般
的
な
講
関
係
の
必
然
的
な
結
果
で
は
全
く
な
い
。
ひ
と
は
、
個
々
の
場

　
　
合
の
与
え
ら
れ
た
仮
定
を
少
し
も
害
す
る
こ
と
な
く
、
全
く
逆
の
結
果
を

　
　
も
た
ら
す
よ
う
な
別
の
数
字
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
彼
が
後
に
こ
の
結
論
を
次
の
よ
う
な
一
般
的
命
題
に
集

　
　
約
す
る
の
は
全
く
誤
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
か
く
し
て
、
土
地
に
よ

　
　
り
多
く
の
資
本
が
投
下
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
ま
た
、
あ
る
国
に
お
い

　
　
て
農
耕
と
文
明
の
発
展
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
一
層
エ
ー
ヵ

　
　
１
当
り
の
地
代
は
地
代
総
額
と
同
様
に
よ
り
多
く
増
大
し
、
ま
た
、
杜
会

　
　
が
超
過
利
潤
（
○
ｏ
膏
旦
易
…
軍
◎
津
ｇ
）
の
形
で
大
地
主
に
支
払
う
貢
物
は

　
　
■
大
な
も
の
に
次
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ひ
と
た
び
耕
作
さ
れ
た
十
地
種

　
類
は
す
べ
て
競
争
力
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
）

　
（
第
三
巻
七
七
三
～
四
頁
…
訳
者
）

　
　
　
こ
の
部
分
で
非
常
に
奇
異
の
感
を
い
だ
か
せ
る
表
現
の
不
正
確
さ
は
別

　
と
し
て
も
、
こ
れ
は
以
下
の
限
り
に
お
い
て
誤
ま
り
で
あ
る
。
っ
ま
り
、

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
諾
々
の
士
地
種
類
が
依
然
と
し
て
「
競
争
力
を

パ
ル
ヴ
ス
「
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
」

嘗
（
大
藪
・
鈴
木
）

も
っ
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
代
と
そ
の
総
額
（
地
代
と
総
地
代

と
の
混
同
は
完
全
に
は
克
服
さ
れ
て
い
な
い
）
が
新
し
い
資
本
投
下
の
際

に
上
昇
し
な
い
場
合
が
存
在
す
る
隈
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
詳
し

く
計
算
し
て
み
せ
る
こ
と
は
余
計
た
こ
と
に
た
ろ
う
。
だ
が
、
簡
単
に
理

論
的
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

　
一
定
の
土
地
に
対
す
る
新
し
い
資
本
投
下
は
、
何
の
特
別
利
潤
を
生
じ

な
い
で
も
な
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に
一
般
的
な
仮
定
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
般
的
な
平
均
利
潤
に
相
応
し
た
資
本
の
通
常
の
利
子

が
生
ず
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
任
意
の
等
級
の
地

代
を
も
っ
土
地
種
類
を
好
き
な
だ
け
と
っ
て
み
よ
。
さ
ら
に
、
ど
の
上
地

種
類
に
お
い
て
も
、
新
し
く
投
下
さ
れ
た
資
本
に
ち
ょ
う
ど
平
均
利
潤
を

も
た
ら
し
、
特
別
利
潤
は
何
ら
形
成
さ
せ
な
い
よ
う
な
穀
物
生
産
の
拡
大

の
み
が
生
ず
る
も
の
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ぼ
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
新
し

い
資
本
投
下
は
地
代
を
生
ま
ず
、
新
し
い
地
代
形
成
の
総
額
も
同
様
に
ゼ

ロ
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
地
代
と
そ
の
総
額
の
上
昇
は
全
く
な
、
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
　
「
耕
作
さ
れ
て
い
る
土
地
種
類
の
競
争
力
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

何
ら
か
の
変
化
が
お
き
た
だ
ろ
う
か
？
全
く
お
き
て
い
な
い
！
　
こ
れ

ら
の
土
地
種
類
が
以
前
に
お
互
い
の
関
係
に
お
い
て
生
み
出
し
て
い
た
地

代
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
地
代
は
、
新
し
い
資
本
投
下
が
何
の
地
代
も
生

み
出
さ
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

エ
ソ
ゲ
ル
ス
が
上
述
の
箇
所
で
正
し
く
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
絶
対

的
な
収
量
で
は
な
く
て
、
収
最
の
差
違
だ
げ
が
、
地
代
に
と
っ
て
は
決
定

的
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
最
劣
等
地
Ａ
は
以
前
に
は
た
と
え
ぱ
一
〇
ブ

ッ
シ
ェ
ル
生
産
し
、
土
地
Ｂ
は
二
一
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
っ
た
と
す
る
。
土

地
Ｂ
の
地
代
は
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
だ
っ
た
。
今
度
は
、
資
本
投
下
の
拡
大
に

一
五
　
（
四
八
一
）



（
３
）

（
４
）

　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
四
巻
・
第
三
号
）

よ
り
土
地
Ａ
は
二
〇
、
そ
れ
か
ら
土
地
Ｂ
は
二
ニ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
生
産
す
る

も
の
と
し
よ
う
。
土
地
Ｂ
で
の
新
し
い
一
〇
ブ
ッ
シ
ェ
ル
は
何
の
地
代
も

も
た
ら
さ
ず
、
今
度
も
、
Ｓ
１
８
１
Ｉ
Ｎ
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
地
代
と
い
う
以
前

の
差
異
が
な
お
存
在
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
以
前
と
同
様
に
、
土
地
Ａ
が
た

お
一
般
的
生
産
価
格
を
決
定
し
、
す
べ
て
の
土
地
種
類
は
「
競
争
力
が
あ

る
」
ま
ま
で
あ
る
（
「
競
争
力
が
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
に
よ

っ
て
も
非
常
に
独
特
な
方
法
で
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

の
簡
便
生
の
ゆ
え
に
そ
れ
に
従
っ
て
き
た
。
）
。

　
な
お
先
に
進
ん
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
「
ひ
と
た
び
耕
作
さ
れ
た
土

地
種
類
が
す
べ
て
競
争
力
を
も
っ
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
産
の

拡
大
に
よ
っ
て
地
代
が
滅
少
す
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
は
、
マ
ル
ク
ス
自
身
が
差
額
地
代
皿
か
ら
ひ
き
出
し
た
結
論
が
、

た
っ
た
い
ま
批
判
し
た
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
主
張
と
全
く
対
立
す
る
と
い
う
こ

と
を
示
せ
ぱ
十
分
で
あ
る
。
　
（
第
二
巻
二
六
二
－
二
七
〇
頁
参
照
）

　
つ
ま
り
、
「
利
用
可
能
地
」
に
分
割
さ
れ
た
総
地
代
。

　
一
八
七
六
－
八
○
年
と
一
八
八
六
－
九
〇
年
は
『
小
辞
典
』
の
穀
物
価

格
に
よ
る
。
一
八
四
六
－
五
〇
年
お
よ
び
一
八
六
六
－
七
〇
年
は
官
庁
統

計
よ
り
筆
者
が
算
定
（
一
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
ラ
イ
麦
１
１
四
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。

共
同

研
究

一
六
　
（
四
八
二
）

昭
和
五
十
年
度
第
四
回
研
究
会
（
七
月
四
日
）

▼
テ
ー
マ
　
県
民
所
得
統
計
発
展
の
現
状
と
問
題
点

　
報
告
者
　
後
藤
文
治
氏

報
告
要
旨

　
一
　
は
じ
め
に

　
報
告
者
は
、
さ
き
に
「
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準
方

式
」
と
題
す
る
研
究
ノ
ー
ト
を
本
誌
の
左
記
各
号
に
わ
た
っ
て
掲
載
し

た
。

　
（
本
誌
巻
号
）

雑
十
八
巻
第
五
・
六
号

第
十
九
巻
第
四
号

第
二
十
巻
第
四
号

第
二
十
三
巻
第
四
号

今
回
の
研
究
会
報
告
は
、

　
（
研
究
ノ
ー
ト
の
章
別
）

　
　
序
章
～
第
四
章

　
　
第
五
章

　
　
箪
六
章

　
　
第
七
～
八
章
（
結
言
）

右
記
の
研
究
ノ
ー
ト
の
あ
と
を
受
げ
て
、

泉
民
所
得
統
計
の
発
展
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
間
題
点
に
つ
い
て
論
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
報
告
テ
ー
マ
の
内
容
の
上




